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(57)【要約】
無線通信システムにおいて端末がチャネル状態情報（Ch
annel State Information：ＣＳＩ）を報告する方法及
び装置に関する。本発明によれば、端末は，基地局から
前記ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信し、前記
第１構成情報に基づいて基地局にＣＳＩを報告すること
ができる。ここで、前記第１構成情報は前記ＣＳＩを報
告するための資源に関する資源設定情報を含み、前記資
源は、前記ＣＳＩの報告のために活性化された少なくと
も１つの帯域幅部分（bandwidth part：ＢＷＰ）毎にそ
れぞれ設定される。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて端末がチャネル状態情報（Channel State Information：Ｃ
ＳＩ）を報告する方法であって、
　基地局から前記ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信する段階と、
　前記第１構成情報に基づいて基地局にＣＳＩを報告する段階とを含み、
　前記第１構成情報は、前記ＣＳＩを報告するための資源に関する資源設定情報を含み、
　前記資源は、前記ＣＳＩの報告のために活性化された少なくとも１つの帯域幅部分（ba
ndwidth part：ＢＷＰ）毎にそれぞれ設定されることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記ＣＳＩは、前記少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分で前記資源を
通じて報告されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１構成情報は、前記少なくとも１つの帯域幅部分で前記ＣＳＩを報告するための
設定値を含み、
　前記設定値は周期又はオフセットの少なくとも１つを含むことを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分又
はヌメロロジー（numerology）のうち少なくとも１つが変更された場合、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジー（numerology）の前記ＣＳＩの報告
に関する周期的（periodic）及び／又は半永久的（semi-persistent）報告の前記設定値
の少なくとも１つは非活性化されることを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
及び／又は半永久的報告のための設定値を含む第２構成情報を基地局から受信する段階を
さらに含むことを特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分又
はヌメロロジーの少なくとも１つが変更された場合、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
及び／又は半永久的報告の前記設定値の少なくとも１つは予め設定された値に設定される
ことを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１構成情報は、前記ＣＳＩの報告のための複数の帯域幅部分にそれぞれに対する
複数の設定値を含み、
　前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分又
はヌメロロジーの少なくとも１つが変更された場合、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
及び／又は半永久的報告のための設定値は前記複数の設定値によって設定されることを特
徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信システムにおいてチャネル状態情報（Channel State Information：ＣＳＩ）
を報告する端末であって、
　無線信号を送受信するためのＲＦ（Radio Frequency）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するプロセッサとを含み、
　前記プロセッサは、
　基地局から前記ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信し、
　前記第１構成情報に基づいて基地局にＣＳＩを報告し、
　前記第１構成情報は、前記ＣＳＩを報告するための資源に関する資源設定情報を含み、
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　前記資源は、前記ＣＳＩの報告のために活性化された少なくとも１つの帯域幅部分（ba
ndwidth part：ＢＷＰ）毎にそれぞれ設定されることを特徴とする、端末。
【請求項９】
　前記ＣＳＩは、前記少なくとも１つの帯域幅部分の１つの帯域幅部分で前記資源を通じ
て報告されることを特徴とする、請求項８に記載の端末。
【請求項１０】
　前記第１構成情報は、前記少なくとも１つの帯域幅部分で前記ＣＳＩを報告するための
設定値を含み、
　前記設定値は、周期又はオフセットの少なくとも１つを含むことを特徴とする、請求項
８に記載の端末。
【請求項１１】
　前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分の１つの帯域幅部分又はヌ
メロロジー（numerology）の少なくとも１つが変更された場合、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
（periodic）及び／又は半永久的（semi-persistent）報告の前記設定値の少なくとも１
つは非活性化されることを特徴とする、請求項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
及び／又は半永久的報告のための設定値を含む第２構成情報を基地局から受信することを
特徴とする、請求項１１に記載の端末。
【請求項１３】
　前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分又
はヌメロロジーの少なくとも１つが変更された場合、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
及び／又は半永久的報告の前記設定値の少なくとも１つは予め設定された値に設定される
ことを特徴とする、請求項１０に記載の端末。
【請求項１４】
　前記第１構成情報は、前記ＣＳＩの報告のための複数の帯域幅部分にそれぞれに対する
複数の設定値を含み、
　前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分又
はヌメロロジーの少なくとも１つが変更された場合、
　前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的
及び／又は半永久的報告のための設定値は前記複数の設定値によって設定されることを特
徴とする、請求項１０に記載の端末。
【請求項１５】
　無線通信システムにおいてチャネル状態情報（Channel State Information：ＣＳＩ）
報告の基地局であって、
　無線信号を送受信するためのＲＦ（Radio Frequency）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するプロセッサを含み、
　前記プロセッサは、
　端末に前記ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を送信し、
　前記第１構成情報に基づいて端末からＣＳＩを受信し
　前記第１構成情報は、前記ＣＳＩを報告するための資源に関する資源設定情報を含み、
　前記資源は、前記ＣＳＩの報告のために活性化された少なくとも１つの帯域幅部分（ba
ndwidth part：ＢＷＰ）毎にそれぞれ設定されることを特徴とする、基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるチャネ
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ル状態情報の送受信方法及びそのための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムは、ユーザの活動性を保障しながら音声サービスを提供するために開
発された。しかしながら、移動通信システムは、音声だけでなくデータサービスまで領域
を拡張し、現在では、爆発的なトラフィックの増加によって資源の不足現象が引き起こさ
れ、ユーザがより高速のサービスを要求するので、より発展した移動通信システムが要求
されている。
【０００３】
　次世代の移動通信システムの要求条件は大きく、爆発的なデータトラフィックの収容、
ユーザ当たり送信率の画期的な増加、大幅増加した連結デバイス個数の収容、非常に低い
端対端遅延（End-to-End Latency）、高エネルギー効率を支援できなければならない。そ
のために、二重連結性（Dual Connectivity）、大規模多重入出力（Massive MIMO：Massi
ve Multiple Input Multiple Output）、全二重（In-band Full Duplex）、非直交多重接
続（NOMA：Non-Orthogonal Multiple Access）、超広帯域（Super wideband）支援、端末
ネットワーキング（Device Networking）など、多様な技術が研究されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、無線通信システムにおいて、ＣＳＩ（Channel Status Information）－ＲＳ
（Reference Signal）を送受信するための方法及び装置を提供することを目的とする。
【０００５】
　さらに、本発明は、ＣＳＩの報告のための帯域幅部分（Bandwidth Part：ＢＷＰ）又は
ヌメロロジー（numerology）が変更される場合、これによる設定値を変更するための方法
及び装置を提供することを目的とする。
【０００６】
　さらに、本発明は、ＣＳＩの報告のための資源を帯域幅部分によってそれぞれ設定する
ための方法及び装置を提供することを目的とする。
【０００７】
　本発明で達成しようとする技術的課題は以上で言及した技術的課題に制限されず、言及
しない更に他の技術的課題は以下の記載から本発明が属する技術分野で通常の知識を有す
る者に明確に理解できるはずである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した技術的課題を解決するために、本発明の実施形態による無線通信システムにお
いて、端末がチャネル状態情報（Channel State Information：ＣＳＩ）を報告する方法
は、基地局から前記ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信する段階と、前記第１構成
情報に基づいて基地局にＣＳＩを報告する段階とを含み、前記第１構成情報は、前記ＣＳ
Ｉを報告するための資源に関する資源設定情報を含み、前記資源は、前記ＣＳＩの報告の
ために活性化された少なくとも１つの帯域幅部分（ＢＷＰ）毎にそれぞれ設定される。
【０００９】
　さらに、本発明において、前記ＣＳＩは、前記少なくとも１つの帯域幅部分のいずれか
１つの帯域幅部分で前記資源を通じて報告される。
【００１０】
　さらに、本発明において、前記第１構成情報は、前記少なくとも１つの帯域幅部分で前
記ＣＳＩを報告するための設定値を含んでもよく、前記設定値は、周期又はオフセットの
うち少なくとも１つを含む。
【００１１】
　さらに、本発明において、前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分
のうち１つの帯域幅部分又はヌメロロジーのうち少なくとも１つが変更された場合、前記
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変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的（peri
odic）及び／又は半永久的（semi-persistent）報告の前記設定値のうち少なくとも１つ
は非活性化される。
【００１２】
　さらに、本発明は、前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの
報告に関する周期的及び／又は半永久的報告のための設定値を含む第２構成情報を基地局
から受信する段階をさらに含む。
【００１３】
　さらに、本発明において、前記ＣＳＩの報告のための前記少なくとも１つの帯域幅部分
のうち１つの帯域幅部分又はヌメロロジーのうち少なくとも１つが変更された場合、前記
変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩの報告に関する周期的及び／
又は半永久的報告の前記設定値のうち少なくとも１つは予め設定された値に設定される。
【００１４】
　さらに、本発明において、前記第１構成情報は、前記ＣＳＩの報告のための複数の帯域
幅部分にそれぞれに対する複数の設定値を含んでもよく、前記ＣＳＩの報告のための前記
少なくとも１つの帯域幅部分のうち１つの帯域幅部分又はヌメロロジーのうち少なくとも
１つが変更された場合、前記変更された１つの帯域幅部分又はヌメロロジーの前記ＣＳＩ
の報告に関する周期的及び／又は半永久的報告のための設定値は前記複数の設定値によっ
て設定される。
【００１５】
　さらに、本発明は、無線信号を送受信するためのＲＦ（Radio Frequency）モジュール
と、前記ＲＦモジュールを制御するプロセッサとを含み、前記プロセッサは、基地局から
前記ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信し、前記第１構成情報に基づいて基地局に
ＣＳＩを報告し、前記第１構成情報は、前記ＣＳＩを報告するための資源に関する資源設
定情報を含み、前記資源は、前記ＣＳＩの報告のために活性化された少なくとも１つの帯
域幅部分毎にそれぞれ設定される端末を提供する。
【００１６】
　さらに、本発明は、無線信号を送受信するためのＲＦ（Radio Frequency）モジュール
と、前記ＲＦモジュールを制御するプロセッサとを含み、前記プロセッサは、端末に前記
ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を送信し、前記第１構成情報に基づいて端末からＣＳ
Ｉを受信し、前記第１構成情報は、前記ＣＳＩを報告するための資源に関する資源設定情
報を含み、前記資源は、前記ＣＳＩの報告のために活性化された少なくとも１つの帯域幅
部分毎にそれぞれ設定される基地局を提供する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、ＣＳＩ報告のためのダウンリンク帯域幅部分は固定であ
るが、アップリンク帯域幅部分又はヌメロロジーが変更された場合、これによる設定値を
変更することにより、端末の動作を効率的に制御することができる。
【００１８】
　また、本発明の一実施形態によれば、ＣＳＩの報告のための資源を各帯域幅部分別に設
定することにより、ＣＳＩの報告を効率的に行うことができるという効果がある。
【００１９】
　本発明から得られるという効果は以前述した効果に限定されるものではなく、言及しな
いもう１つの効果は下の記載から本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者
に明確に理解できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発
明に対する実施形態を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的特徴を説明する。
【００２１】
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【図１】本明細書で提案する方法が適用できるＮＲの全体的なシステム構造の一例を示し
た図である。
【図２】本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムにおけるアップリンクフ
レームとダウンリンクフレームとの間の関係を示す。
【図３】本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムで支援する資源グリッド
（resource grid）の一例を示す。
【図４】本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムにおいて自己完結型（Se
lf-contained）サブフレーム構造を例示する。
【図５】本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムにおいてトランシーバユ
ニットモデルを例示する。
【図６】本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムにおいてＴＸＲＵ及び物
理的アンテナ観点からハイブリッドビームフォーミング構造を図式化した図である。
【図７】本明細書で提案する方法が適用できるビームスイーピング（beam sweeping）動
作の一例を示す図である。
【図８】本明細書で提案する方法が適用できるアンテナ整列（Antenna Array）の一例を
示す図である。
【図９】本明細書で提案する方法が適用できるＣＳＩ関連手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図１０】ＰＵＳＣＨベースＣＳＩ報告（CSI reporting）の情報ペイロード（payload）
の一例を示す。
【図１１】ショートＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告の情報ペイロードに対する一例を示す。
【図１２】ロングＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告の情報ペイロードに対する一例を示す。
【図１３】本明細書で提案する方法が適用できる端末のＣＳＩ報告手順の一例を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】本明細書で提案する方法が適用できる基地局が端末からＣＳＩの報告を受ける
手順の一例を示すフローチャートである。
【図１５】本明細書で提案する方法が適用できる無線通信装置のブロック構成図を例示す
る。
【図１６】本発明の一実施形態による通信装置のブロック構成図を例示する。
【図１７】本発明で提案する方法が適用できる無線通信装置のＲＦモジュールの一例を示
す図である。
【図１８】本発明で提案する方法が適用できる無線通信装置のＲＦモジュールの他の一例
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明に従う好ましい実施形態を添付した図面を参照して詳細に説明する。添付
した図面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明しよう
とするものであり、本発明が実施できる唯一の実施形態を示そうとするものではない。以
下の詳細な説明は、本発明の完全な理解を提供するために、具体的な細部事項を含む。し
かしながら、当業者は本発明がこのような具体的な細部事項無しでも実施できることが分
かる。
【００２３】
　幾つかの場合、本発明の概念が曖昧になることを避けるために公知の構造及び装置は省
略されるか、または各構造及び装置の核心機能を中心としたブロック図形式に図示できる
。
【００２４】
　本明細書で、基地局は端末と直接的に通信を実行するネットワークの終端ノード（term
inal node）としての意味を有する。本文書で、基地局により実行されるものとして説明
された特定動作は、場合によっては、基地局の上位ノード（upper node）により実行され
ることもできる。即ち、基地局を含む多数のネットワークノード（network nodes）から
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なるネットワークで、端末との通信のために実行される多様な動作は基地局または基地局
の以外の他のネットワークノードにより実行できることは自明である。「基地局（ＢＳ：
Base Station）」は、固定局（fixed station）、Ｎｏｄｅ Ｂ、ｅＮＢ（evolved-NodeB
）、ＢＴＳ（base transceiver system）、アクセスポイント（ＡＰ：Access Point）、
ｇＮＢ（general NB）などの用語により取替できる。また、「端末（Terminal）」は固定
されるか、または移動性を有することができ、ＵＥ（User Equipment）、ＭＳ（Mobile S
tation）、ＵＴ（user terminal）、ＭＳＳ（Mobile Subscriber Station）、ＳＳ（Subs
criber Station）、ＡＭＳ（Advanced Mobile Station）、ＷＴ（Wireless terminal）、
ＭＴＣ（Machine-Type Communication）装置、Ｍ２Ｍ（Machine-to-Machine）装置、Ｄ２
Ｄ（Device-to-Device）装置などの用語に取替できる。
【００２５】
　以下、ダウンリンク（ＤＬ：downlink）は基地局から端末への通信を意味し、アップリ
ンク（ＵＬ：uplink）は端末から基地局への通信を意味する。ダウンリンクで、送信機は
基地局の一部であり、受信機は端末の一部でありうる。アップリンクで、送信機は端末の
一部であり、受信機は基地局の一部でありうる。
【００２６】
　以下の説明で使われる特定用語は本発明の理解を助けるために提供されたものであり、
このような特定用語の使用は本発明の技術的思想を逸脱しない範囲で異なる形態に変更で
きる。
【００２７】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（code division multiple access）、ＦＤＭＡ（frequency d
ivision multiple access）、ＴＤＭＡ（time division multiple access）、ＯＦＤＭＡ
（orthogonal frequency division multiple access）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（single carrie
r frequency division multiple access）、ＮＯＭＡ（non-orthogonal-multiple access
）などの多様な無線接続システムに利用できる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（universal terr
estrial radio access）やＣＤＭＡ２０００のような無線技術（radio technology）で具
現できる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ（global system for mobile communications）／ＧＰＲ
Ｓ（general packet radio service）／ＥＤＧＥ（enhanced data rates for GSM evolut
ion）のような無線技術で具現できる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ ８０２．１１（WiFi）、
ＩＥＥＥ ８０２．１６（WiMAX）、ＩＥＥＥ ８０２-２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（evolved UTRA
）などの無線技術で具現できる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（universal mobile telecommuni
cations system）の一部である。３ＧＰＰ（3rd generation partnership project） Ｌ
ＴＥ（long term evolution）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＥ－ＵＭＴＳ（evolved UMTS
）の一部であって、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ
を採用する。ＬＴＥ－Ａ（advanced）は３ＧＰＰ ＬＴＥの進化である。
【００２８】
　または、５Ｇ ＮＲ（new radio）は、使用シナリオ（usage scenario）によってｅＭＢ
Ｂ（enhanced Mobile Broadband）、ｍＭＴＣ（massive Machine Type Communications）
、ＵＲＬＬＣ（Ultra-Reliable and Low Latency Communications）、Ｖ２Ｘ（vehicle-t
o-everything）を定義する。
【００２９】
　また、５Ｇ ＮＲ規格（standard）は、ＮＲシステムとＬＴＥシステム間の共存（co-ex
istence）によって独立型（standalone：ＳＡ）と 非独立型（non-standalone：ＮＳＡ）
に区分する。
【００３０】
　また、５Ｇ ＮＲは、多様なサブキャリア間隔（subcarrier spacing）を支援し、ダウ
ンリンクでＣＰ－ＯＦＤＭを、アップリンクでＣＰ－ＯＦＤＭ及びＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ
(ＳＣ－ＯＦＤＭ)を支援する。
【００３１】
　本発明の実施形態は無線接続システムであるＩＥＥＥ ８０２、３ＧＰＰ、及び３ＧＰ
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Ｐ２のうち、少なくとも１つに開示された標準文書により裏付けられる。即ち、本発明の
実施形態のうち、本発明の技術的思想を明確に示すために説明しない段階または部分は前
記文書により裏付けられる。また、本文書で開示している全ての用語は前記標準文書によ
り説明できる。
【００３２】
　説明を明確にするために、３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ、ＮＲ(New RAT)を中心として技術
するが、本発明の技術的特徴がこれに制限されるものではない。
【００３３】
　用語の定義
【００３４】
　ｅＬＴＥ ｅＮＢ：ｅＬＴＥ ｅＮＢは、ＥＰＣ（Evolved Packet Core）及びＮＧＣ（N
ext Generation Core）に対する連結を支援するｅＮＢの進化（evolution）である。
【００３５】
　ｇＮＢ：ＮＧＣとの連結だけでなく、ＮＲを支援するノード。
【００３６】
　新たなＲＡＮ：ＮＲまたはＥ－ＵＴＲＡを支援するか、またはＮＧＣと相互作用する無
線アクセスネットワーク。
【００３７】
　ネットワークスライス（network slice）：ネットワークスライスは、終端間の範囲と
共に特定要求事項を要求する特定市場シナリオに対して最適化されたソリューションを提
供するようにoperatorにより定義されたネットワーク。
【００３８】
　ネットワーク機能（network function）：ネットワーク機能は、よく定義された外部イ
ンターフェースとよく定義された機能的動作を有するネットワークインフラ内での論理的
ノード。
【００３９】
　ＮＧ－Ｃ：新たなＲＡＮとＮＧＣとの間のＮＧ２レファレンスポイント（reference po
int）に使われる制御平面インターフェース。
【００４０】
　ＮＧ－Ｕ：新たなＲＡＮとＮＧＣとの間のＮＧ３レファレンスポイント（reference po
int）に使われるユーザ平面インターフェース。
【００４１】
　非独立型（Non-standalone）ＮＲ：ｇＮＢがＬＴＥ ｅＮＢをＥＰＣに制御プレーン連
結のためのアンカーとして要求するか、またはｅＬＴＥ ｅＮＢをＮＧＣに制御プレーン
連結のためのアンカーとして要求する配置構成。
【００４２】
　非独立型Ｅ－ＵＴＲＡ：ｅＬＴＥ ｅＮＢがＮＧＣに制御プレーン連結のためのアンカ
ーとしてｇＮＢを要求する配置構成。
【００４３】
　ユーザ平面ゲートウェイ：ＮＧ－Ｕインターフェースの終端点。
【００４４】
　システム一般
【００４５】
　図１は、本明細書で提案する方法が適用できるＮＲの全体的なシステム構造の一例を示
した図である。
【００４６】
　図１に示すように、ＮＧ－ＲＡＮはＮＧ－ＲＡユーザ平面（新たなＡＳ ｓｕｂｌａｙ
ｅｒ／ＰＤＣＰ／ＲＬＣ／ＭＡＣ／ＰＨＹ）及びＵＥ（User Equipment）に対する制御平
面（RRC）プロトコル終端を提供するｇＮＢで構成される。
【００４７】
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　前記ｇＮＢは、Ｘｎインターフェースを通じて相互連結される。
【００４８】
　また、前記ｇＮＢは、ＮＧインターフェースを通じてＮＧＣに連結される。
【００４９】
　より具体的には、前記ｇＮＢはＮ２インターフェースを通じてＡＭＦ（Access and Mob
ility Management Function）に、Ｎ３インターフェースを通じてＵＰＦ（User Plane Fu
nction）に連結される。
【００５０】
　ＮＲ(New Rat) ヌメロロジー(Numerology)及びフレーム(frame)構造
【００５１】
　ＮＲシステムでは、多数のヌメロロジー（numerology）が支援できる。ここで、ヌメロ
ロジーはサブキャリア間隔（subcarrier spacing）とＣＰ（Cyclic Prefix）オーバーヘ
ッドにより定義できる。このとき、多数のサブキャリア間隔は基本サブキャリア間隔を整
数Ｎ（または、μ）にスケーリング（scaling）することにより誘導できる。また、非常
に高い搬送波周波数で非常に低いサブキャリア間隔を利用しないと仮定されても、用いら
れるヌメロロジーは周波数帯域と独立的に選択できる。
【００５２】
　また、ＮＲシステムでは多数のヌメロロジーに従う多様なフレーム構造が支援できる。
【００５３】
　以下、ＮＲシステムで考慮できるＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiple
xing）ヌメロロジー及びフレーム構造を説明する。
【００５４】
　ＮＲシステムで支援される多数のＯＦＤＭヌメロロジーは、表１のように定義できる。
【００５５】
【表１】

【００５６】
　ＮＲシステムにおけるフレーム構造（frame structure）と関連して、時間領域の多様
なフィールドのサイズは

の時間単位の倍数として表現される。ここで、

であり、
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である。ダウンリンク（downlink）及びアップリンク（uplink）送信は

の区間を有する無線フレーム（radio frame）で構成される。ここで、無線フレームは各
々

の区間を有する１０個のサブフレーム（subframe）で構成される。この場合、アップリン
クに対する１セットのフレーム及びダウンリンクに対する１セットのフレームが存在する
ことができる。
【００５７】
　図２は、本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムにおけるアップリンク
フレームとダウンリンクフレームとの間の関係を示す。
【００５８】
　図２に示すように、端末（User Equipment：ＵＥ）からのアップリンクフレーム番号ｉ
の送信は、該当端末での該当ダウンリンクフレームの開始より

以前に始めなければならない。
【００５９】
　ヌメロロジーμに対して、スロット（slot）はサブフレーム内で

の増加する順に番号が付けられて、無線フレーム内で

の増加する順に番号が付けられる。１つのスロットは

の連続するＯＦＤＭシンボルで構成され、

は用いられるヌメロロジー及びスロット設定（slot configuration）によって決定される
。サブフレームでスロット

の開始は同一サブフレームでＯＦＤＭシンボル

の開始と時間的に整列される。
【００６０】
　全ての端末が同時に送信及び受信できるものではなく、これはダウンリンクスロット（
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downlink slot）またはアップリンクスロット（uplink slot）の全てのＯＦＤＭシンボル
が利用できないことを意味する。
【００６１】
　表２は、ヌメロロジーμでの一般（normal）ＣＰに対するスロット当たりＯＦＤＭシン
ボルの数を示し、表３は、ヌメロロジーμでの拡張（extended）ＣＰに対するスロット当
たりＯＦＤＭシンボルの数を示す。
【００６２】
【表２】

【００６３】
【表３】

【００６４】
　ＮＲ物理資源（NR Physical Resource）
【００６５】
　ＮＲシステムにおける物理資源（physical resource）と関連して、アンテナポート（a
ntenna port）、資源グリッド（resource grid）、資源要素（resource element）、資源
ブロック（resource block）、キャリアパート（carrier part）などが考慮できる。
【００６６】
　以下、ＮＲシステムで考慮できる前記物理資源について具体的に説明する。
【００６７】
　まず、アンテナポートと関連して、アンテナポートはアンテナポート上のシンボルが運
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論できるように定義される。１つのアンテナポート上のシンボルが運搬されるチャネルの
広範囲特性（large-scale property）が他のアンテナポート上のシンボルが運搬されるチ
ャネルから類推できる場合、２つのアンテナポートはＱＣ／ＱＣＬ（quasico-locatedま
たはquasi co-location）関係にあるということができる。ここで、前記広範囲特性は遅
延拡散（Delay spread）、ドップラー拡散（Doppler spread）、周波数シフト（Frequenc
y shift）、平均受信パワー（Average received power）、受信タイミング（Received Ti
ming）のうち、１つ以上を含む。
【００６８】
　図３は、本明細書で提案する方法が適用できる無線通信システムで支援する資源グリッ
ド（resource grid）の一例を示す。
【００６９】
　図３に示すように、資源グリッドが周波数領域上に

サブキャリアで構成され、１つのサブフレームが１４・２μＯＦＤＭシンボルで構成され
ることを例示的に記述するが、これに限定されるものではない。
【００７０】
　ＮＲシステムにおいて、送信される信号（transmitted signal）は

サブキャリアで構成される１つまたはその以上の資源グリッド及び

のＯＦＤＭシンボルにより説明される。ここで、

である。前記

は最大送信帯域幅を示し、これは、ヌメロロジーだけでなく、アップリンクとダウンリン
クとの間にも変わることができる。
【００７１】
　この場合、図３のように、ヌメロロジーμ及びアンテナポートｐ別に１つの資源グリッ
ドが設定できる。
【００７２】
　ヌメロロジーμ及びアンテナポートｐに対する資源グリッドの各要素は資源要素（reso
urce element）と称され、インデックス対

により固有的に識別される。ここで、

は周波数領域上のインデックスであり、
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デックス対

が用いられる。ここで、

である。
【００７３】
ヌメロロジーμ及びアンテナポートｐに対する資源要素

は複素値（complex value）

に該当する。混同（confusion）する危険がない場合、または特定アンテナポートまたは
ヌメロロジーが特定されない場合には、インデックスｐ及びμはドロップ（drop）される
ことができ、その結果、複素値は

または

になることができる。
【００７４】
　また、物理資源ブロック（physical resource block）は周波数領域上の

連続的なサブキャリアとして定義される。周波数領域上で、物理資源ブロックは０から

まで番号が付けられる。このとき、周波数領域上の物理資源ブロック番号（physical res
ource block number）

と資源要素

との間の関係は、数式１のように与えられる。
【００７５】
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【数１】

【００７６】
　また、キャリアパート（carrier part）と関連して、端末は資源グリッドのサブセット
（subset）のみを用いて受信または送信するように設定できる。このとき、端末が受信ま
たは送信するように設定された資源ブロックの集合（set）は周波数領域上で０から

まで番号が付けられる。
【００７７】
　自己完結型 （Self-contained）サブフレーム構造
【００７８】
　図４は、本発明が適用できる無線通信システムにおいて自己完結型サブフレーム構造を
例示する図である。
【００７９】
　ＴＤＤシステムにおいてデータ送信レイテンシー（latency）を最小化するために５世
代（５Ｇ：5 generation） ｎｅｗ ＲＡＴでは図４に示すような自己完結型サブフレーム
構造を考慮している。
【００８０】
　図４において、斜線領域（シンボルインデックス０）はダウンリンク（ＤＬ）制御領域
を示し、黒色部分（シンボルインデックス１３）はアップリンク（ＵＬ）制御領域を示す
。陰影表示のない領域はＤＬデータ送信のために用いられることもでき、又はＵＬデータ
送信のために用いられることもできる。このような構造の特徴は、１つのサブフレーム内
でＤＬ送信とＵＬ送信が順次進められて、サブフレーム内でＤＬデータが送信され、ＵＬ
 ＡＣＫ／ＮＡＣＫも受信される。その結果、データ送信エラーの発生時にデータの再送
信までかかる時間を短縮し、これにより、最終データ伝達のレイテンシーを最小化するこ
とができる。
【００８１】
　このような自己完結型サブフレーム構造において、基地局とＵＥが送信モードから受信
モードに切り替えられる過程又は受信モードから送信モードに切り替えられる過程のため
の時間ギャップ（time gap）が必要である。このために、自己完結型サブフレーム構造に
おいて、ＤＬからＵＬに切り替えられる時点の一部ＯＦＤＭシンボルがガード区間（guar
d period：ＧＰ）に設定される。
【００８２】
　アナログビームフォーミング（Analog beamforming）
【００８３】
　ミリメートル波（Millimeter Wave：ｍｍＷ）では、波長が短くなって同一面積に複数
のアンテナ要素（antenna element）を設置することができる。すなわち、３０ＧＨｚ帯
域で波長は１ｃｍであり、４×４（4 by 4）ｃｍのパネル（panel）に０．５ラムダ（lam
bda）（すなわち、波長）間隔で２次元配列形態で総６４（８×８）のアンテナ要素の設
置が可能である。従って、ｍｍＷでは、複数のアンテナ要素を用いてビームフォーミング
（beamforming：ＢＦ ）利得を向上させてカバレッジを増加させるか、スループット（th
roughput）を向上させる。
【００８４】
　この場合、アンテナ要素別に送信パワー及び位相調節ができるようにトランシーバユニ
ット（Transceiver Unit：ＴＸＲＵ）を有すると、周波数資源別に独立的なビームフォー
ミングが可能である。しかしながら、約１００個のアンテナ要素の全てにＴＸＲＵを設置
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するにはコストの側面で実効性が低下するという問題がある。従って、１つのＴＸＲＵに
複数のアンテナ要素をマッピングし、アナログ位相シフタ（analog phase shifter）でビ
ームの方向を調節する方式が考慮されている。このようなアナログＢＦ方式は、全帯域に
おいて１つのビーム方向のみを生成することができるため、周波数選択的なＢＦが実行で
きないという欠点がある。
【００８５】
　デジタル（Digital）ＢＦとアナログＢＦの中間形態でＱ個のアンテナ要素より少ない
個数であるＢ個のＴＸＲＵを有するハイブリッドビームフォーミング（hybrid BF）を考
慮することができる。この場合、Ｂ個のＴＸＲＵとＱ個のアンテナ要素の連結方式によっ
て差はあるが、同時に送信できるビームの方向はＢ個以下に制限される。
【００８６】
　以下、図面を参照してＴＸＲＵとアンテナ要素の連結方式の代表的な一例について説明
する。
【００８７】
　図５は、本発明が適用できる無線通信システムにおいてトランシーバユニットモデルを
例示する。
【００８８】
　ＴＸＲＵ仮想化（virtualization）モデルは、ＴＸＲＵの出力信号とアンテナ要素の出
力信号の関係を示す。アンテナ要素とＴＸＲＵとの相関関係によって、図５（ａ）に示す
ようにＴＸＲＵ仮想化（virtualization）モデルオプション－１：サブ－配列分割モデル
（sub-array partition model）と、図５（ｂ）に示すようにＴＸＲＵ仮想化モデルオプ
ション－２：全域連結（full-connection）モデルに区分されることができる。
【００８９】
　図５（ａ）に示すように、サブ－配列分割モデル（sub-array partition model）の場
合、アンテナ要素は、多重のアンテナ要素グループに分割され、各ＴＸＲＵは、グループ
のうち１つに連結される。この場合は、アンテナ要素は１つのＴＸＲＵにのみ連結される
。
【００９０】
　図５（ｂ）に示すように、全域連結（full-connection）モデルの場合、多重のＴＸＲ
Ｕの信号が結合されて単一のアンテナ要素（又はアンテナ要素の配列）に伝達される。す
なわち、ＴＸＲＵが全てのアンテナ要素に連結された方式を示す。この場合、アンテナ要
素は全てのＴＸＲＵに連結される。
【００９１】
　図５において、ｑは、１つの列（column）内のＭ個の同一の偏波（co-polarized）を有
するアンテナ要素の送信信号ベクトルである。ｗは、広帯域ＴＸＲＵ仮想化加重値ベクト
ル（wideband TXRU virtualization weight vector）であり、Ｗは、アナログ位相シフタ
（analog phase shifter）により乗算される位相ベクトルを示す。すなわち、Ｗによりア
ナログビームフォーミングの方向が決定される。ｘは、Ｍ＿ＴＸＲＵ個のＴＸＲＵの信号
ベクトルである。
【００９２】
　ここで、アンテナポートとＴＸＲＵとのマッピングは１対１（1-to-1）又は一対多（1-
to-many）でありうる。
【００９３】
　図５において、ＴＸＲＵとアンテナ要素間のマッピング（TXRU-to-element mapping）
は１つの例示に過ぎず、本発明は、これに限定されるものではなく、ハードウェア観点か
らこれ以外に様々な形態で実現できるＴＸＲＵとアンテナ要素間のマッピングにも本発明
が同様に適用できる。
【００９４】
　また、Ｎｅｗ ＲＡＴシステムにおいては、複数のアンテナが用いられる場合、デジタ
ルビームフォーミングとアナログビームフォーミングを結合したハイブリッドビームフォ
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ーミング技法が台頭している。ここで、アナログビームフォーミング（又はＲＦビームフ
ォーミング）はＲＦ段でプリコーディング（又はコンバイニング）を行う動作を意味する
。ハイブリッドビームフォーミングでベースバンド（Baseband）段とＲＦ段はそれぞれプ
リコーディング（又はコンバイニング）を行い、これにより、ＲＦチェーン数とＤ（digi
tal）／Ａ（analog）（又はＡ／Ｄ）コンバータ数を減らしながらもデジタルビームフォ
ーミングに近接する性能を出すことができるという利点がある。便宜上、ハイブリッドビ
ームフォーミング構造は、Ｎ個のトランシーバユニット（ＴＸＲＵ）とＭ個の物理的アン
テナで表現される。そうすると、送信段で送信するＬ個のデータ階層に対するデジタルビ
ームフォーミングはＮ ｂｙ Ｌの行列で表現され、その後、変換されたＮ個のデジタル信
号はＴＸＲＵを経てアナログ信号に変換された後、Ｍ ｂｙ Ｎの行列で表現されるアナロ
グビームフォーミングが適用される。
【００９５】
　図６は、本発明が適用できる無線通信システムにおいてＴＸＲＵ及び物理的アンテナ観
点からハイブリッドビームフォーミング構造を図式化した図である。
【００９６】
　図６において、デジタルビームの数はＬ個であり、アナログビームの数はＮ個である場
合を例示する。
【００９７】
　Ｎｅｗ ＲＡＴシステムにおいては基地局がアナログビームフォーミングをシンボル単
位で変更できるように設計し、特定地域に位置する端末にさらに効率的なビームフォーミ
ングを支援する方向が考慮されている。さらに、図６において、特定Ｎ個のＴＸＲＵとＭ
個のＲＦアンテナを１つのアンテナパネル（panel）と定義するとき、Ｎｅｗ ＲＡＴシス
テムにおいては互いに独立なハイブリッドビームフォーミングが適用できる複数のアンテ
ナパネルを導入する方法まで考慮されている。
【００９８】
　チャネル状態情報（Channel State Information：ＣＳＩ）フィードバック
【００９９】
　３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、ユーザ機器（ＵＥ）がチャネル状
態情報（ＣＳＩ）を基地局（ＢＳ又はｅＮＢ）に報告するように定義されている。
【０１００】
　ＣＳＩは、ＵＥとアンテナポート間に形成される無線チャネル（又はリンクともいう）
の品質を示すことのできる情報を通称する。例えば、ランクインジケータ（Rank Indicat
or：ＲＩ）、プリコーディング行列インジケータ（Precoding Matrix Indicator：ＰＭＩ
）、チャネル品質インジケータ（Channel Quality Indicator：ＣＱＩ）などがこれに該
当する。
【０１０１】
　ここで、ＲＩは、チャネルのランク情報を示し、これは、ＵＥが同一時間－周波数資源
を通じて受信するストリームの数を意味する。この値は、チャネルの長い周期（long ter
m）フェージング（fading）により従属されて決定されるので、ＰＭＩ、ＣＱＩより一般
的により長い周期でＵＥからＢＳにフィードバックされる。ＰＭＩは、チャネル空間特性
を反映した値であり、信号対干渉雑音比（Signal-to-Interference-plus-Noise Ratio：
ＳＩＮＲ）などのメトリック（metric）を基準にＵＥが好むプリコーディングインデック
スを示す。ＣＱＩは、チャネルの強度を示す値であり、一般的にＢＳがＰＭＩを用いたと
きに得られる受信ＳＩＮＲを意味する。
【０１０２】
　３ＧＰＰ ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムにおいて、基地局は、複数のＣＳＩプロセス（p
rocess）をＵＥに設定し、各プロセスに対するＣＳＩの報告を受けることができる。ここ
で、ＣＳＩプロセスは、基地局からの信号品質測定のためのＣＳＩ－ＲＳと干渉測定のた
めのＣＳＩ－干渉測定（CSI-Interference Measurement：ＣＳＩ－ＩＭ）資源とから構成
される。
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【０１０３】
　参照信号（Reference Signal：ＲＳ）仮想化（virtualization）
【０１０４】
　ｍｍＷにおいて、アナログビームフォーミングにより一時点で１つのアナログビーム方
向にのみＰＤＳＣＨ送信されることができる。この場合、該当方向にある一部少数のＵＥ
にのみ基地局からデータが送信されることができる。従って、必要に応じてアンテナポー
ト別にアナログビーム方向を異なるように設定することにより、多様なアナログビーム方
向にある複数のＵＥに同時にデータ送信が行われる。
【０１０５】
　図７は、本明細書で提案する方法が適用できるビームスイーピング（beam sweeping）
動作の一例を示す図である。
【０１０６】
　図６で説明したように、基地局が複数のアナログビームを用いる場合、端末別に信号受
信に有利なアナログビームが異なるので、少なくとも同期信号（Synchronization signal
）、システム情報（System information）、及びページング（Paging）などに対しては特
定サブフレームで基地局が適用しようとする複数のアナログビームをシンボルによって変
えて全ての端末が受信機会を有するようにするビームスイーピング動作が考慮される。
【０１０７】
　図７は、ダウンリンク送信過程での同期信号及びシステム情報に対するビームスイーピ
ング動作の一例を示す。図７において、Ｎｅｗ　ＲＡＴにおいてシステム情報がブロード
キャスト方式で送信される物理的資源（又は物理チャネル）をｘＰＢＣＨ（physical bro
adcast channel）と称する。
【０１０８】
　ここで、１つのシンボル内で相異なるアンテナパネルに属するアナログビームは同時に
送信されることができ、アナログビームによるチャネルを測定するために、図７に示すよ
うに、（特定アンテナパネルに対応する）単一アナログビームが適用されて送信される参
照信号であるビーム参照信号（Beam Reference Signal：ＢＲＳ）を導入する方案が論議
されている。
【０１０９】
　前記ＢＲＳは、複数のアンテナポートに対して定義されることができ、ＢＲＳの各アン
テナポートは単一アナログビームに対応されることができる。
【０１１０】
　ここで、ＢＲＳとは異なり、同期信号又はｘＰＢＣＨは、任意の端末により送信される
信号がうまく受信できるようにアナログビームグループ内の全てのアナログビームが適用
されて送信されることができる。
【０１１１】
　ＲＲＭ測定
【０１１２】
　ＬＴＥシステムにおいては、電力制御（Power control）、スケジューリング（Schedul
ing）、セル探索（Cell search）、セル再選択（Cell reselection）、ハンドオーバー（
Handover）、無線リンク又は接続モニター（Radio link or Connection monitoring）、
接続設定／再設定（Connection establish/re-establish）などの含むＲＲＭ動作を支援
する。
【０１１３】
　ここで、サービングセル（Serving Cell）は、端末にＲＲＭ動作を行うための測定値で
あるＲＲＭ測定（RRM measurement）情報を要求することができる。
【０１１４】
　例えば、端末は、各セルに対するセル探索情報、基準信号受信電力（reference signal
 received power：ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（reference signal received quality
：ＲＳＲＱ）などの情報を測定して基地局に報告することができる。
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【０１１５】
　具体的には、ＬＴＥシステムにおいて端末は、サービングセルからＲＲＭ測定のための
上位階層信号として「ｍｅａｓＣｏｎｆｉｇ」を受信する。端末は、「ｍｅａｓＣｏｎｆ
ｉｇ」によってＲＳＲＰ又はＲＳＲＱを測定する。
【０１１６】
　ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ及びＲＳＳＩの定義は以下の通りである。
【０１１７】
　－ＲＳＲＰ：基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）は、考慮された測定周波数帯域幅内でセル
特定基準信号を伝達する資源要素の電力寄与度（［Ｗ］）に対する線形平均と定義される
ことができる。ＲＳＲＰ決定のためにセル特定レファレンス信号Ｒ０が用いられることが
できる。Ｒ１が利用可能であることを端末が高い信頼性で検出できる場合、Ｒ０に追加し
てＲ１を用いてＲＳＲＰを決定することができる。
【０１１８】
　ＲＳＲＰの基準点（reference point）は、端末のアンテナコネクタになることができ
る。
【０１１９】
　受信機ダイバーシティ（diversity）が端末により用いられる場合、報告された値は、
任意の個別ダイバーシティブランチの対応するＲＳＲＰより低くてはならない。
【０１２０】
　－ＲＳＲＱ：基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）は、比率Ｎ×ＲＳＲＰ／（Ｅ－ＵＴＲＡ搬
送波ＲＳＳＩ）と定義され、Ｎは、Ｅ－ＵＴＲＡ搬送波ＲＳＳＩ測定帯域幅のＲＢ数であ
る。分子と分母の測定は同一の資源ブロック集合を通じて行われなければならない。
【０１２１】
　Ｅ－ＵＴＲＡ搬送波受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）は、アンテナポート０に対
する参照シンボルを含むＯＦＤＭシンボルでのみ測定された総受信電力（［Ｗ］）の線形
平均と測定帯域幅でＮ個の資源隣接チャネル干渉、熱雑音などを含む全てのソースからＵ
Ｅによりブロックにより受信される。
【０１２２】
　上位階層シグナリングがＲＳＲＱ測定を行うための特定サブフレームを示す場合、ＲＳ
ＳＩは、表示されたサブフレーム内の全てのＯＦＤＭシンボルに対して測定される。
【０１２３】
　ＲＳＲＱに対する基準点は、端末のアンテナコネクタにならなければならない。
【０１２４】
　受信機ダイバーシティが端末により用いられる場合、報告された値は任意の個別ダイバ
ーシティブランチの対応するＲＳＲＱより低くてはならない。
【０１２５】
　ＲＳＳＩ：ＲＳＳＩは、受信機パルス整形フィルタにより定義された帯域幅内で、受信
機で発生する熱雑音及び雑音を含んで受信された広帯域電力を意味する。
【０１２６】
　ＲＳＳＩの測定のための基準点は、端末のアンテナコネクタにならなければならない。
受信機ダイバーシティが端末により用いられる場合、報告された値は任意の個別受信アン
テナブランチの対応するＵＴＲＡ搬送波ＲＳＳＩより低くてはならない。
【０１２７】
　このような定義によって、ＬＴＥシステムで動作する端末は、周波数内測定（Intra-fr
equency measurement）の場合は、ＳＩＢ３（system information block type 3）で送信
される許容測定帯域幅（Allowed measurement bandwidth）関連ＩＥ（information eleme
nt）を通じて、周波数間測定（Inter-frequency measurement）の場合は、ＳＩＢ５で送
信される 許容測定帯域幅（Allowed measurement bandwidth）を通じて、６、１５、２５
、５０、７５、１００ＲＢ（resource block）のうち１つに対応する帯域幅でＲＳＲＰを
測定するように許容されることができる。
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【０１２８】
　または、上記ＩＥがない場合、デフォルト（Default）で全体ダウンリンクシステムの
周波数帯域で測定が行われる。ここで、端末が許容測定帯域幅（Allowed measurement ba
ndwidth）を受信すると、端末は、該当値を最大測定帯域幅（maximum measurement bandw
idth）と考えて該当値以内で自由にＲＳＲＰの値を測定することができる。
【０１２９】
　ただ、サービングセルがＷＢ－ＲＳＲＱと定義されるＩＥを送信し、許容測定帯域幅（
Allowed measurement bandwidth）を５０ＲＢ以上に設定すると、端末は、全体許容測定
帯域幅（Allowed measurement bandwidth）に対するＲＳＲＰ値を計算しなければならな
い。一方、ＲＳＳＩに対してはＲＳＳＩ帯域幅（RSSI bandwidth）の定義によって端末の
受信機が有する周波数帯域で測定が行われることができる。
【０１３０】
　図８は、本明細書で提案する方法が適用できるアンテナ整列（Antenna Array）の一例
を示す図である。
【０１３１】
　図８において、一般化したパネルアンテナ整列（panel antenna array）は、それぞれ
水平ドメイン（horizontal domain）と垂直ドメイン（vertical domain）としてＭｇ個、
Ｎｇ個のパネルから構成される。
【０１３２】
　ここで、１つのパネルはそれぞれＭ個の列とＮ個の行から構成され、図８においてはＸ
－ｐｏｌアンテナが仮定された。従って、総アンテナ要素の数は２＊Ｍ＊Ｎ＊Ｍｇ＊Ｎｇ
個で構成されることができる。
【０１３３】
　ＣＳＩ関連手続（Channel State Information related Procedure）
【０１３４】
　図９は、本明細書で提案する方法が適用できるＣＳＩ関連手順の一例を示す図である。
【０１３５】
　ＮＲシステムで、ＣＳＩ－ＲＳ（channel state information-reference signal）は時
間及び／又は周波数トラッキング（time/frequency tracking）、ＣＳＩ計算（computati
on）、Ｌ１（layer 1）－ＲＳＲＰ（reference signal received power）計算（computat
ion）、及び移動性（mobility）のために使われる。
【０１３６】
　本明細書で使われる「Ａ及び／又はＢ」と「Ａ／Ｂ」は「ＡまたはＢのうちの少なくと
も１つを含む」と同一な意味として解釈できる。
【０１３７】
　前記ＣＳＩ計算はＣＳＩ取得（acquisition）と関連し、Ｌ１－ＲＳＲＰ計算はビーム
管理（beam management：ＢＭ）と関連する。
【０１３８】
　ＣＳＩ（channel state information）は、端末とアンテナポートとの間に形成される
無線チャネル（または、リンクともいう）の品質を示すことができる情報を通称する。
【０１３９】
　前記のようなＣＳＩ－ＲＳの用途のうちの１つを実行するために、端末（例：user equ
ipment：ＵＥ）はＣＳＩと関連した設定（configuration）情報をＲＲＣ（radio resourc
e control）シグナリングを通じて基地局（例：general Node B：ｇＮＢ）から受信する
（Ｓ９０１０）。
【０１４０】
　前記ＣＳＩと関連した設定（configuration）情報は、ＣＳＩ－ＩＭ（interference me
asurement）資源（resource）関連情報、ＣＳＩ測定設定（measurement configuration）
関連情報、ＣＳＩ資源設定（resource configuration）関連情報、ＣＳＩ－ＲＳ資源（re
source）関連情報、またはＣＳＩ報告設定（report configuration）関連情報のうち、少
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【０１４１】
　前記ＣＳＩ－ＩＭ資源関連情報は、ＣＳＩ－ＩＭ資源情報（resource information）、
ＣＳＩ－ＩＭ資源セット情報（resource set information）などを含むことができる。
【０１４２】
　ＣＳＩ－ＩＭ 資源セット（resource set）はＣＳＩ－ＩＭ資源セットＩＤ（resource 
set ID（identifier））により識別され、１つの資源セットは少なくとも１つのＣＳＩ－
ＩＭ資源を含む。
【０１４３】
　各々のＣＳＩ－ＩＭ資源は、ＣＳＩ－ＩＭ資源ＩＤにより識別される。
【０１４４】
　前記ＣＳＩ資源設定（resource configuration）関連情報は、ＮＺＰ（non zero power
） ＣＳＩ－ＲＳ資源セット、ＣＳＩ－ＩＭ資源セット、またはＣＳＩ－ＳＳＢ資源セッ
トのうち、少なくとも１つを含むグループを定義する。
【０１４５】
　即ち、前記ＣＳＩ資源設定（resource configuration）関連情報は、ＣＳＩ－ＲＳ資源
セットリストを含み、前記ＣＳＩ－ＲＳ資源セットリストは、ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源
セットリスト、ＣＳＩ－ＩＭ資源セットリストt、またはＣＳＩ－ＳＳＢ資源セットリス
トのうち、少なくとも１つを含むことができる。
【０１４６】
　前記ＣＳＩ資源設定（resource configuration）関連情報は、ＣＳＩ－Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ Ｃｏｎｆｉｇ ＩＥで表現できる。
【０１４７】
　ＣＳＩ－ＲＳ資源セットはＣＳＩ－ＲＳ資源セットＩＤにより識別され、１つの資源セ
ットは少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳ資源を含む。
【０１４８】
　各々のＣＳＩ－ＲＳ資源は、ＣＳＩ－ＲＳ資源ＩＤにより識別される。
【０１４９】
　表１のように、ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源セット別にＣＳＩ－ＲＳの用途を示すパラメ
ータ（例：ＢＭ関連「ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ」パラメータ、トラッキング関連「ｔｒｓ－
Ｉｎｆｏ」パラメータ）が設定できる。
【０１５０】
　表４は、 ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源セット ＩＥの一例を示す。
【０１５１】
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【表４】

【０１５２】
　表４で、ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎパラメータは同一なビームの反復送信有無を示すパラメ
ータであって、ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源セット別にｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎが「ＯＮ」ま
たは「ＯＦＦ」であるかを指示する。
【０１５３】
　本明細書で使われる送信ビーム（Tx beam）は、空間領域送信フィルタ（spatial domai
n transmission filter）と、受信ビーム（Rx beam）は空間領域受信フィルタ（spatial 
domain reception filter）と同一な意味として解釈できる。
【０１５４】
　例えば、表４のｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎパラメータが「ＯＦＦ」に設定された場合、端末
は資源セット内のＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源が全てのシンボルで同一なＤＬ空間領域送信
フィルタ（DL spatial domain transmission filter）と同一なＮｒｏｆｐｏｒｔｓに送
信されると仮定しない。
【０１５５】
　そして、上位階層パラメータに該当するｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎパラメータはＬ１パラメ
ータの「ＣＳＩ－ＲＳ－Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｒｅｐ」に対応する。
【０１５６】
　前記ＣＳＩ報告設定（report configuration）関連情報は、時間領域行動（time domai
n behavior）を示す報告設定タイプ（ｒｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇＴｙｐｅ）パラメータ及
び報告するためのＣＳＩ関連ｑｕａｎｔｉｔｙを示す報告量（ｒｅｐｏｒｔ Ｑｕａｎｔ
ｉｔｙ）パラメータを含む。
【０１５７】
　前記時間領域行動（time domain behavior）は、周期的（periodic）、非周期的（aper
iodic）、または半永久的（semi-persistent）でありうる。 
【０１５８】
　そして、前記ＣＳＩ報告設定（report configuration）関連情報は、ＣＳＩ－Ｒｅｐｏ
ｒｔＣｏｎｆｉｇ ＩＥで表現されることができ、以下の表５はＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣ
ｏｎｆｉｇ ＩＥの一例を示す。
【０１５９】
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【表５】

【０１６０】
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　そして、前記端末は前記ＣＳＩと関連した設定（configuration）情報に基づいてＣＳ
Ｉを測定（measurement）する（Ｓ９０２０）。
【０１６１】
　前記CSI測定は、（１）端末のＣＳＩ－ＲＳ受信過程（Ｓ９０２２）と、（２）受信さ
れたＣＳＩ－ＲＳによりＣＳＩを計算（computation）する過程（Ｓ９０２４）を含むこ
とができる。
【０１６２】
　前記ＣＳＩ－ＲＳに対するシーケンス（sequence）は以下の数式２により生成され、疑
似ランダムシーケンス（pseudo-random sequence）Ｃ（i）の初期値（initialization va
lue）は数式３により定義される。
【０１６３】
【数２】

【０１６４】
【数３】

【０１６５】
　数式２及び３で、

はradio frame内スロット番号（slot number）を示し、疑似ランダムシーケンス発生器（
pseudo-random sequence generator）は

である各ＯＦＤＭシンボルの開始でＣｉｎｔに初期化される。
【０１６６】
　そして、ｌはスロット内ＯＦＤＭ symbol numberであり、

は上位階層パラメータｓｃｒａｍｂｌｉｎｇＩＤと同一である。
【０１６７】
　そして、前記ＣＳＩ－ＲＳは、上位階層パラメータＣＳＩ－ＲＳ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＭ
ａｐｐｉｎｇにより時間（time）及び周波数（frequency）領域でＣＳＩ－ＲＳ資源のＲ
Ｅ（resource element）マッピングが設定される。
【０１６８】
　表６は、ＣＳＩ－ＲＳ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｐｐｉｎｇ ＩＥの一例を示す。
【０１６９】
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【表６】

【０１７０】
　表６で、密度（density：Ｄ）はＲＥ／ｐｏｒｔ／ＰＲＢ（physical resource block）
で測定されるＣＳＩ－ＲＳ資源の密度を示し、ｎｒｏｆＰｏｒｔｓはアンテナポートの個
数を示す。
【０１７１】
　そして、前記端末は前記測定されたＣＳＩを基地局に報告（report）する（Ｓ９０３０
）。
【０１７２】
　ここで、表６のＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇのｑｕａｎｔｉｔｙが「ｎｏｎｅ（
または、Ｎｏ ｒｅｐｏｒｔ）」に設定された場合、前記端末は前記報告を省略すること
ができる。
【０１７３】
　但し、前記ｑｕａｎｔｉｔｙが「ｎｏｎｅ（または、Ｎｏ ｒｅｐｏｒｔ）」に設定さ
れた場合にも前記端末は基地局に報告することもできる。
【０１７４】
　前記ｑｕａｎｔｉｔｙが「ｎｏｎｅ」に設定された場合は、非周期的ＴＲＳ（aperiodi
c TRS）をトリガー（trigger）する場合、またはｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎが設定された場合
である。
【０１７５】
　ここで、ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎが「ＯＮ」に設定された場合のみに前記端末の報告を省
略するように定義することもできる。
【０１７６】
　整理すると、ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎが「ＯＮ」及び「ＯＦＦ」に設定される場合、ＣＳ
Ｉ報告（CSI report）は「Ｎｏ ｒｅｐｏｒｔ」、「ＳＳＢＲＩ（SSB Resource Indicato
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r）及びＬ１－ＲＳＲＰ」、「ＣＲＩ（CSI-RS Resource Indicator）及びＬ１－ＲＳＲＰ
」全て可能でありうる。
【０１７７】
　または、ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎが「ＯＦＦ」の場合には「ＳＳＢＲＩ及びＬ１－ＲＳＲ
Ｐ」または「ＣＲＩ及びＬ１－ＲＳＲＰ」のＣＳＩ報告が送信されるように定義され、ｒ
ｅｐｅｔｉｔｉｏｎが「ＯＮ」の場合には「Ｎｏ　ｒｅｐｏｒｔ」、「ＳＳＢＲＩ及びＬ
１－ＲＳＲＰ」、または「ＣＲＩ及びＬ１－ＲＳＲＰ」が送信されるように定義できる。
【０１７８】
　ＣＳＩ測定及び報告（CSI measurement and reporting）手続
【０１７９】
　ＮＲシステムは、より柔軟で動的なＣＳＩ測定（measurement）及び報告（reporting）
を支援する。
【０１８０】
　前記ＣＳＩ測定はＣＳＩ－ＲＳを受信し、受信されたＣＳＩ－ＲＳを計算してＣＳＩを
取得する手続を含むことができる。
【０１８１】
　ＣＳＩ測定及び報告（reporting）の時間領域行動（time domain behavior）として、
非周期的／半永久的／周期的ＣＭ（channel measurement）及びＩＭ（interference meas
urement）が支援される。
【０１８２】
　ＣＳＩ－ＩＭの設定のために４ｐｏｒｔ ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥパターンを用いる
。
【０１８３】
　ＮＲのＣＳＩ－ＩＭベースＩＭＲはＬＴＥのＣＳＩ－ＩＭと類似のデザインを有し、Ｐ
ＤＳＣＨレートマッチング（rate matching）のためのＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源とは独立的
に設定される。
【０１８４】
　そして、ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳベースＩＭＲで各々のポートは（好ましいチャネル及び
）プリコーディングされた（precoded）ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳを有する干渉階層（interfe
rence layer）を エミュレート（emulate）する。
【０１８５】
　これは、マルチユーザ（multi-user）ケースに対してセル内干渉測定（intra-cell int
erference measurement）に対するものであって、ＭＵ干渉を主にターゲットする。
【０１８６】
　基地局は、設定されたＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳベースＩＭＲの各ポート上でプリコーディ
ングされたＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳを端末に送信する。
【０１８７】
　端末は資源セットで各々のポートに対してチャネル／干渉階層（channel/interference
 layer）を仮定し、干渉を測定する。
【０１８８】
　チャネルに対して、どんなＰＭＩ及びＲＩフィードバックもない場合、多数の資源はセ
ットで設定され、基地局またはネットワークはチャネル／干渉測定（channel/interferen
ce measurement）に対してＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ 資源のサブセットをＤＣＩを通じて指示
する。
【０１８９】
　資源セッティング（resource setting）及び資源セッティング設定（resource setting
 configuration）に対し、より具体的に説明する。
【０１９０】
　資源セッティング（resource setting）
【０１９１】
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　各々のＣＳＩ資源セッティング（CSI resource setting）「ＣＳＩ－Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
Ｃｏｎｆｉｇ」は（上位階層パラメータｃｓｉ－ＲＳ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＬｉｓｔ
により与えられた）Ｓ≧１ＣＳＩ資源セットに対する設定（configuration）を含む。
【０１９２】
　ここで、ＣＳＩ資源セッティング（CSI resource setting）は、ＣＳＩ－ＲＳ－ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅｓｅｔｌｉｓｔに対応する。
【０１９３】
　ここで、Ｓは設定されたＣＳＩ－ＲＳ資源セットの数を示す。
【０１９４】
　ここで、Ｓ≧１ＣＳＩ資源セットに対する設定（configuration）は（ＮＺＰ ＣＳＩ－
ＲＳまたはＣＳＩ－ＩＭで構成された）ＣＳＩ－ＲＳ資源を含む各々のＣＳＩ資源セット
とＬ１－ＲＳＲＰ計算（computation）に使われるＳＳ／ＰＢＣＨブロック（ＳＳＢ）資
源を含む。
【０１９５】
　各ＣＳＩ資源セッティングは、上位階層パラメータｂｗｐ－ｉｄにより識別されるＤＬ
 ＢＷＰ（bandwidth part）に位置する。
【０１９６】
　そして、ＣＳＩ報告セッティング（CSI reporting setting）にリンクされた全てのＣ
ＳＩ資源セッティングは同一なＤＬ ＢＷＰを有する。
【０１９７】
　ＣＳＩ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ　ＩＥに含まれるＣＳＩ資源セッティング内で
ＣＳＩ－ＲＳ資源の時間領域行動（time domain behavior）は上位階層パラメータｒｅｓ
ｏｕｒｃｅＴｙｐｅにより指示され、非周期的、周期的、または半永久的に設定できる。
【０１９８】
　周期的及び半永久的ＣＳＩ資源セッティングに対し、設定されたＣＳＩ－ＲＳ資源セッ
トの数（Ｓ）は「１」に制限される。
【０１９９】
　周期的及び半永久的ＣＳＩ資源セッティングに対し、設定された周期（periodicity）
及びスロットオフセット（slot off set）はｂｗｐ－ｉｄにより与えられるように、関連
したＤＬ ＢＷＰのnumerologyから与えられる。
【０２００】
　ＵＥが同一なNZP ＣＳＩ－ＲＳ資源 IDを含む多数のＣＳＩ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎ
ｆｉｇに設定される時、同一な時間領域行動（time domain behavior）はＣＳＩ－Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇに対して設定される。
【０２０１】
　ＵＥが同一なＣＳＩ－ＩＭ資源ＩＤを含む多数のＣＳＩ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉ
ｇに設定される時、同一な時間領域行動（time domain behavior）はＣＳＩ－Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅＣｏｎｆｉｇに対して設定される。
【０２０２】
　次は、チャネル測定（channel measurement：ＣＭ）及び干渉測定（interference meas
urement：ＩＭ）のための１つまたはその以上のＣＳＩ資源セッティングは上位階層シグ
ナリングを通じて設定される。
【０２０３】
　－干渉測定に対するＣＳＩ－ＩＭ資源。
【０２０４】
　－干渉測定に対するＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源。
【０２０５】
　－チャネル測定に対するＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源。
【０２０６】
　即ち、ＣＭＲ（channel measurement resource）はＣＳＩ取得のためのＮＺＰ ＣＳＩ
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－ＲＳであり、ＩＭＲ（Interference measurement resource）はＣＳＩ－ＩＭとＩＭの
ためのＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳでありうる。
【０２０７】
　ここで、ＣＳＩ－ＩＭ（または、ＩＭのためのＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ）は主にセル間干渉
測定（inter-cell interference measurement）に対して使われる。
【０２０８】
　そして、ＩＭのためのＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳは主にマルチユーザからセル内干渉測定（i
ntra-cell interference measurement）のために使われる。
【０２０９】
　ＵＥはチャネル測定のためのＣＳＩ－ＲＳ資源及び１つのＣＳＩ報告（reporting）の
ために設定された干渉測定のためのＣＳＩ－ＩＭ／ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源が資源別に
「ＱＣＬ－ＴｙｐｅＤ」と仮定することができる。
【０２１０】
　資源セッティング設定（resource setting configuration）
【０２１１】
　説明したように、資源セッティングは資源セットリスト（resource set list）を意味
することができる。
【０２１２】
　非周期的ＣＳＩ（aperiodic CSI）に対し、上位階層パラメータＣＳＩ－Ａｐｅｒｉｏ
ｄｉｃＴｒｉｇｇｅｒＳｔａｔｅを使用して設定される各トリガー状態（trigger state
）は各々のＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇが周期的、半永久的または非周期的資源セ
ッティングにリンクされる１つまたは多数のＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇと関連す
る。
【０２１３】
　１つの報告セッティング（reporting setting）は最大３個までの資源セッティングと
連結できる。
【０２１４】
　－１つの資源セッティングが設定されれば、（上位階層パラメータｒｅｓｏｕｒｃｅｓ
ＦｏｒＣｈａｎｎｅｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔにより与えられる）資源セッティングはＬ
１－ＲＳＲＰ計算のためのチャネル測定に対するものである。
【０２１５】
　－２つの資源セッティングが設定されれば、（上位階層パラメータｒｅｓｏｕｒｃｅｓ
ＦｏｒＣｈａｎｎｅｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔにより与えられる）最初の資源セッティン
グはチャネル測定のためのものであり、（ｃｓｉ－ＩＭ－ＲｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＩｎ
ｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅまたはｎｚｐ－ＣＳＩ－ＲＳ－ＲｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＩｎｔｅ
ｒｆｅｒｅｎｃｅにより与えられる）第２の資源セッティングはＣＳＩ－ＩＭまたはＮＺ
Ｐ ＣＳＩ－ＲＳ上で実行される干渉測定のためのものである。
【０２１６】
　－３個の資源セッティングが設定されれば、（ｒｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＣｈａｎｎｅ
ｌ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔにより与えられる）最初の資源セッティングはチャネル測定
のためのものであり、（ＣＳＩ－ＩＭ－ＲｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＩｎｔｅｒｆｅｒｅｎ
ｃｅにより与えられる）第２の資源セッティングはＣＳＩ－ＩＭベース干渉測定のための
ものであり、（ｎｚｐ－ＣＳＩ－ＲＳ－ＲｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＩｎｔｅｒｆｅｒｅｎ
ｃｅにより与えられる）第３の資源セッティングはＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳベース干渉測定
のためのものである。
【０２１７】
　半永久的または周期的ＣＳＩに対し、各ＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇは周期的ま
たは半永久的資源セッティングにリンクされる。
【０２１８】
　－（ｒｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＣｈａｎｎｅｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔにより与えられ
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る）１つの資源セッティングが設定されれば、前記資源セッティングはＬ１－ＲＳＲＰ計
算のためのチャネル測定に対するものである。
【０２１９】
　－２つの資源セッティングが設定されれば、（ｒｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＣｈａｎｎｅ
ｌ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔにより与えられる）最初の資源セッティングはチャネル測定
のためのものであり、（上位階層パラメータｃｓｉ－ＩＭ－ＲｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＩ
ｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅにより与えられる）第２の資源セッティングはＣＳＩ－ＩＭ上で
実行される干渉測定のために使われる。
【０２２０】
　ＣＳＩ測定関連ＣＳＩ計算について説明する。
【０２２１】
　干渉測定がＣＳＩ－ＩＭ上で実行されれば、チャネル測定のための各々のＣＳＩ－ＲＳ
資源は対応する資源セット内でＣＳＩ－ＲＳ資源及びＣＳＩ－ＩＭ資源の順序によりＣＳ
Ｉ－ＩＭ資源と資源別に関連する。
【０２２２】
　チャネル測定のためのＣＳＩ－ＲＳ資源の数はＣＳＩ－ＩＭ資源の数と同一である。
【０２２３】
　そして、干渉測定がＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳで実行される場合、ＵＥはチャネル測定のた
めの資源セッティング内で関連した資源セットで１つ以上のＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源に
設定されることと期待しない。
【０２２４】
　上位階層パラメータｎｚｐ－ＣＳＩ－ＲＳ－ＲｅｓｏｕｒｃｅｓＦｏｒＩｎｔｅｒｆｅ
ｒｅｎｃｅが設定された端末は、ＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源セット内に１８個以上のＮＺ
Ｐ ＣＳＩ－ＲＳポートが設定されることと期待しない。
【０２２５】
　ＣＳＩ測定のために、端末は以下の事項を仮定する。
【０２２６】
　－干渉測定のために設定された各々のＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳポートは干渉送信階層に該
当する。
【０２２７】
　－干渉測定のためのＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳポートの全ての干渉送信レイヤはＥＰＲＥ（e
nergy per resource element）割合を考慮する。
【０２２８】
　－チャネル測定のためのＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源のＲＥ（ら）上で異なる干渉信号、
干渉測定のためのＮＺＰ ＣＳＩ－ＲＳ資源または干渉測定のためのＣＳＩ－ＩＭ資源。
【０２２９】
　ＣＳＩ報告（Reporting）手続について、より具体的に説明する。
【０２３０】
　ＣＳＩ報告のために、ＵＥが使用することができる時間及び周波数資源は基地局により
制御される。
【０２３１】
　ＣＳＩ（channel state information）は、チャネル品質インジケータ（channel quali
ty indicator：ＣＱＩ）、プリコーディング行列インジケータ（precoding matrix indic
ator：ＰＭＩ）、ＣＳＩ－ＲＳ資源インジケータ（CSI-RS Resource Indicator：ＣＲＩ
）、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック資源インジケータ（SS/PBCH block resource indicator：Ｓ
ＳＢＲＩ）、ＬＩ（layer indicator）、ＲＩ（rank indicator）、またはＬ１－ＲＳＲ
Ｐのうち、少なくとも１つを含むことができる。
【０２３２】
　ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＣＲＩ、ＳＳＢＲＩ、ＬＩ、ＲＩ、Ｌ１－ＲＳＲＰに対し、端末はＮ
≧１ＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ報告セッティング（reporting setting）、Ｍ≧
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１ＣＳＩ－ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ資源セッティング（resource setting）、及び
１つまたは２つのトリガー状態のリスト（ａｐｅｒｉｏｄｉｃＴｒｉｇｇｅｒＳｔａｔｅ
Ｌｉｓｔ及びｓｅｍｉＰｅｒｓｉｓｔｅｎｔＯｎＰＵＳＣＨ－ＴｒｉｇｇｅｒＳｔａｔｅ
Ｌｉｓｔにより提供される）で上位階層により設定される。
【０２３３】
　前記ａｐｅｒｉｏｄｉｃＴｒｉｇｇｅｒＳｔａｔｅＬｉｓｔで、各トリガー状態はチャ
ネル及び選択的に干渉に対する資源セットＩＤを指示する関連したＣＳＩ－Ｒｅｐｏｒｔ
Ｃｏｎｆｉｇｓリストを含む。
【０２３４】
　前記ｓｅｍｉＰｅｒｓｉｓｔｅｎｔＯｎＰＵＳＣＨ－ＴｒｉｇｇｅｒＳｔａｔｅＬｉｓ
ｔで、各トリガー状態は１つの関連したＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇが含まれる。
【０２３５】
　そして、ＣＳＩ報告の時間領域行動（time domain behavior）は、周期的、半永久的、
非周期的を支援する。
【０２３６】
　以下、周期的、半永久的（semi-persistent：ＳP）、非周期的ＣＳＩ報告（aperiodic 
CSI reporting）について各々説明する。
【０２３７】
　周期的ＣＳＩ報告（Periodic CSI reporting）は、ショート（short）ＰＵＣＣＨ、ロ
ング（long）ＰＵＣＣＨ上で行われる。
【０２３８】
　周期的ＣＳＩ報告の周期（periodicity）及びスロットオフセット（slot offset）はＲ
ＲＣに設定されることができ、ＣＳＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ ＩＥを参考する。
【０２３９】
　次に、ＳＰ ＣＳＩ報告（SP CSI reporting）は、ショートＰＵＣＣＨ、ロングＰＵＣ
ＣＨ、またはＰＵＳＣＨ上で実行される。
【０２４０】
　ショート／ロングＰＵＣＣＨ上でＳＰ ＣＳＩである場合、周期（periodicity）及びス
ロットオフセット（slot offset）はＲＲＣに設定され、別途のＭＡＣ ＣＥにＣＳＩ報告
が活性化／非活性化（activation／deactivation）される。
【０２４１】
　ＰＵＳＣＨ上でＳＰ ＣＳＩである場合、ＳＰ ＣＳＩ報告の周期（periodicity）はＲ
ＲＣに設定されるが、スロットオフセットはＲＲＣに設定されず、ＤＣＩ（format 0_1）
によりＳＰ ＣＳＩ報告は活性化／非活性化される。
【０２４２】
　最初のＣＳＩ報告タイミングは、ＤＣＩで指示されるＰＵＳＣＨ時間領域割り当て（ti
me domain allocation）値に従い、後続するＣＳＩ報告タイミングはＲＲＣに設定された
周期に従う。
【０２４３】
　ＰＵＳＣＨ上でＳＰ ＣＳＩ報告に対し、分離されたＲＮＴＩ（SP-CSIC-RNTI）が使わ
れる。
【０２４４】
　ＤＣＩ ｆｏｒｍａｔ０＿１はＣＳＩ要求フィールド（CSI request field）を含み、特
定設定された（configured）ＳＰ－ＣＳＩトリガー状態を活性化／非活性することができ
る。
【０２４５】
　そして、ＳＰ ＣＳＩ報告は、ＳＰＳ ＰＵＳＣＨ上でデータ送信を有するメカニズムと
同一または類似の活性化／非活性化を有する。
【０２４６】
　次に、非周期的ＣＳＩ報告はＰＵＳＣＨ上で実行され、ＤＣＩによりトリガーされる。
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【０２４７】
　ＡＰ ＣＳＩ－ＲＳを有するＡＰ ＣＳＩの場合、ＡＰ ＣＳＩ－ＲＳタイミングはＲＲ
Ｃにより設定される。
【０２４８】
　ここで、ＡＰ ＣＳＩ報告（AP CSI reporting）に対するタイミングはＤＣＩにより動
的に制御される。
【０２４９】
　ＮＲは、ＬＴＥでＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告に適用されていた多数のreporting inst
anceでＣＳＩを分けて報告する方式（例えば、ＲＩ、ＷＢ ＰＭＩ／ＣＱＩ、ＳＢ ＰＭＩ
／ＣＱＩの順に送信）が適用されない。
【０２５０】
　代わりに、ＮＲはショート／ロングＰＵＣＣＨで特定CSI報告が設定できないように制
限し、ＣＳＩ省略ルール（CSI omission rule）が定義される。
【０２５１】
　そして、ＡＰ ＣＳＩ報告タイミングと関連して、ＰＵＳＣＨシンボル／スロット位置
（location）はＤＣＩにより動的に指示される。そして、候補スロットオフセット（cand
idate slot offset）はＲＲＣにより設定される。
【０２５２】
　ＣＳＩ報告に対し、スロットオフセット（Ｙ）は報告セッティング別に設定される。
【０２５３】
　ＵＬ－ＳＣＨに対し、スロットオフセットＫ２は別個に設定される。
【０２５４】
　２つのＣＳＩ遅延クラス（CSI latency class）（低遅延クラス、高遅延クラス）は、
ＣＳＩ計算複雑度（CSI computation complexity）の観点で定義される。
【０２５５】
　低遅延（Low latency）のＣＳＩの場合、最大４ポートＴｙｐｅ－Ｉコードブックまた
は最大４ポートノンＰＭＩフィードバックＣＳＩ（non-PMI feedback CSI）を含むＷＢ 
ＣＳＩである。
【０２５６】
　高遅延（High latency）のＣＳＩは、低遅延のＣＳＩを除いた他のＣＳＩをいう。
【０２５７】
　一般端末に対し、（Ｚ、ｚ’）はＯＦＤＭシンボルの単位（unit）で定義される。
【０２５８】
　Ｚは、非周期的ＣＳＩトリガリングＤＣＩ（Aperiodic CSI triggering DCI）を受信し
た後、ＣＳＩ報告を実行するまでの最小ＣＳＩプロセッシングタイム（processing time
）を示す。
【０２５９】
　Ｚ’は、チャネル／干渉に対するＣＳＩ－ＲＳを受信した後、ＣＳＩ報告を実行するま
での最小ＣＳＩプロセッシングタイムを示す。
【０２６０】
　追加的に、端末は同時に計算（calculation）することができるＣＳＩの個数を報告す
る。
【０２６１】
　ＰＵＳＣＨを用いたＣＳＩ報告（CSI reporting using PUSCH）
【０２６２】
　図１０は、ＰＵＳＣＨベースＣＳＩ報告の情報ペイロード（payload）の一例を示す。
【０２６３】
　ＮＺＢＩは、ＴｙｐｅＩＩ ＰＭＩコードブックに対して階層別ノンゼロ広帯域振幅係
数（non-zero wideband amplitude coefficients）の個数に対する指示（indication）を
示すパラメータである。
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【０２６４】
　すなわち、ＮＺＢＩは、ＴｙｐｅＩＩ ＰＭＩコードブックに対して階層別ノンゼロ広
帯域振幅係数（non-zero wideband amplitude coefficients）の個数に対する指示（indi
cation）を示すパラメータである。
【０２６５】
　すなわち、ＮＺＢＩは、０又は０でない相対的振幅係数を示すインジケータである。
【０２６６】
　または、ＮＺＢＩは、ゼロ振幅（zero amplitude）ビーム又はノンゼロ振幅（non-zero
 amplitude）ビームの数を示すことができ、Ｎ＿ＲＰＩ０と称することができる。
【０２６７】
　ＤＣＩに対するデコーディングが成功する場合、端末は、サービングセル（ｃ）のＰＵ
ＳＣＨを用いて非周期的（aperiodic）ＣＳＩ報告を行う。
【０２６８】
　ＰＵＳＣＨで行われる非周期的ＣＳＩ報告は、広帯域（wideband）及びサブバンド（su
b-band）周波数細分性（frequency granularity）を支援する。
【０２６９】
　ＰＵＳＣＨで行われる非周期的ＣＳＩ報告は、ＴｙｐｅＩ及びＴｙｐｅＩＩＣＳＩを支
援する。
【０２７０】
　ＳＰ（semi-persistent） ＣＳＩトリガー状態を活性化するＤＣＩフォーマット０＿１
に対するデコーディングが成功する場合、端末は、ＰＵＳＣＨに対するＳＰ ＣＳＩ報告
を行う。
【０２７１】
　ＤＣＩフォーマット０＿１は、活性化又は非活性化するＳＰ ＣＳＩトリガー状態を示
すＣＳＩ要求フィールド（request field）を含む。
【０２７２】
　ＰＵＳＣＨに対するＳＰ ＣＳＩ報告、広帯域及びサブバンド周波数細分性を有するＴ
ｙｐｅＩ及びＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩを支援する。
【０２７３】
　ＳＰ ＣＳＩ報告に対するＰＵＳＣＨ資源及びＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme
）は、ＵＬ ＤＣＩにより半永久的に割り当てられる。
【０２７４】
　ＰＵＳＣＨに対するＣＳＩ報告は、ＰＵＳＣＨ上のＵＬデータと多重化（multiplexing
）されることができる。
【０２７５】
　また、ＰＵＳＣＨに対するＣＳＩ報告は、ＵＬデータと多重化されずに行われることが
できる。
【０２７６】
　ＰＵＳＣＨ上でＴｙｐｅＩ及びＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩに対して、ＣＳＩ報告は、図１１
に示すように、２つのパート（パート１及びパート２）を含む。
【０２７７】
　パート１（１０１０）は、パート２（１０２０）の情報ビット数を識別するために用い
られる。パート１は、パート２以前に全体が送信される。
【０２７８】
　－ ＴｙｐｅＩ ＣＳＩフィードバックに対して、パート１は（報告された場合）ＲＩ、
（報告された場合）ＣＲＩ、１番目のコードワード（codeword）のＣＱＩを含む。
【０２７９】
　パート２はＰＭＩを含み、ＲＩ＞４であるとき、２番目のコードワードに対するＣＱＩ
を含む。
【０２８０】
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　－ ＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩフィードバックに対して、パート１は固定されたペイロードサ
イズを有し、ＲＩ、ＣＱＩ及びＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩに対する階層当たりノンゼロ広帯域
振幅係数（non-zero wideband amplitude coefficient）の数に対する指示（ＮＺＢＩ）
を含む。
【０２８１】
　パート１において、ＲＩ、ＣＱＩ及びＮＺＢＩは別途にエンコーディングされる。
【０２８２】
　パート２は、ＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩのＰＭＩを含む。
【０２８３】
　パート１とパート２は、別途にエンコーディングされる。
【０２８４】
　ＰＵＳＣＨ上で運ばれるＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨフォーマット１、３
又は４で運ばれる全てのＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩ報告と独立に計算される。
【０２８５】
　上位階層パラメータｒｅｐｏｒｔＱｕａｎｔｉｔｙが「ｃｒｉ－ＲＳＲＰ」又は「ｓｓ
ｂ－Ｉｎｄｅｘ－ＲＳＲＰ」値のうち１つに設定されると、ＣＳＩフィードバックは１つ
の（single）パートで構成される。
【０２８６】
　ＰＵＣＣＨに対して設定されているがＰＵＳＣＨから送信されるＴｙｐｅＩ及びＴｙｐ
ｅＩＩ ＣＳＩ報告に対して、エンコーディングスキーム（encoding scheme）はＰＵＣＣ
Ｈのエンコーディング方式に従う。
【０２８７】
　ＰＵＳＣＨでＣＳＩ報告が２つのパートを含み、報告するＣＳＩペイロードがＣＳＩ報
告のために割り当てられたＰＵＳＣＨ資源で提供するペイロードのサイズより不足した場
合、端末は、パート２ ＣＳＩの一部を省略することができる。
【０２８８】
　パート２ ＣＳＩの省略（omission）は優先順位に従って決定され、優先度（Priority
）０が最も高い優先順位であり、優先順位は最も低い優先順位を有する。
【０２８９】
　ＰＵＣＣＨを用いたＣＳＩ報告（CSI reporting using PUCCH）
【０２９０】
　端末は、ＰＵＣＣＨ上で周期的なＣＳＩ報告を行うために上位階層により伴静的に（se
mi-statically）構成される。
【０２９１】
　端末は、連関するＣＳＩ測定リンク（CSI measurement link）及びＣＳＩ資源セッティ
ング（CSI resource setting）が上位階層に設定された１つ以上の上位階層に設定された
ＣＳＩ報告セッティング指示（CSI report setting indication）に該当する複数の周期
的ＣＳＩ報告に対して上位階層に設定されることができる。
【０２９２】
　ＰＵＣＣＨフォーマット２、３又は４で周期的ＣＳＩ報告は広帯域単位でＴｙｐｅＩ 
ＣＳＩを支援する。
【０２９３】
　ＰＵＳＣＨ上でＳＰ ＣＳＩに対して、端末は、選択命令（selection command）を運ぶ
ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫがスロットｎで送信された後、

から始まって適用されたＰＵＣＣＨでＳＰ ＣＳＩ報告を行う。
【０２９４】
　前記選択命令（selection command）は、連関するＣＳＩ資源セッティングが設定され
る１つ以上の報告セッティング指示（report setting indication）を含む。
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【０２９５】
　ＰＵＣＣＨでＳＰ ＣＳＩ報告はＴｙｐｅＩ ＣＳＩを支援する。
【０２９６】
　ＰＵＣＣＨフォーマット２に対するＳＰ ＣＳＩ報告は、広帯域周波数細分性を有する
ＴｙｐｅＩ ＣＳＩを支援する。ＰＵＣＣＨフォーマット３又は４でＳＰ ＣＳＩ報告は広
帯域周波数細分性を有するＴｙｐｅＩサブバンドＣＳＩ及びＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩを支援
する。
【０２９７】
　ＰＵＣＣＨが広帯域周波数細分性を有するＴｙｐｅＩ ＣＳＩを運ぶとき、ＰＵＣＣＨ
フォーマット２及びＰＵＣＣＨフォーマット３又は４により運ばれるＣＳＩペイロードは
（報告された場合）ＲＩ、（報告されたる場合）ＣＲＩに関係なく同一である。
【０２９８】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３又は４でＴｙｐｅＩ ＣＳＩサブバンド報告の場合、ペイロ
ードは２つのパートに分離される。
【０２９９】
　１番目のパート（パート１）は、（報告された場合）ＲＩ、（報告された場合）ＣＲＩ
、１番目のコードワードのＣＱＩを含む。
【０３００】
　２番目のパート（パート２）はＰＭＩを含み、ＲＩ＞４であるとき、２番目のコードワ
ードに対するＣＱＩを含む。
【０３０１】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３又は４で運ばれるＳＰ ＣＳＩ報告は、ＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩ
フィードバックを支援するが、ＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩフィードバックのパート１のみを支
援する。
【０３０２】
　ＴｙｐｅＩＩを支援するＰＵＣＣＨフォーマット３又は４でＣＳＩ報告はＵＥ能力（UE
 capability）に依存することができる。
【０３０３】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３又は４で運ばれるＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩ報告（パート１のみ
該当）はＰＵＳＣＨで運ばれるＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩ報告と独立に計算される。
【０３０４】
　端末がＰＵＣＣＨフォーマット２、３又は４でＣＳＩ報告に設定されるとき、それぞれ
のＰＵＣＣＨ資源はそれぞれの候補（candidate）ＵＬ ＢＷＰに対して設定される。
【０３０５】
　端末がＰＵＣＣＨで活性化されたＳＰ ＣＳＩ報告設定（active SP CSI report config
uration）の設定を受け、非活性化命令（deactivation command）を受信しない場合、Ｃ
ＳＩ報告が行われるＢＷＰが活性化されたＢＷＰ（active BWP）であるときにＣＳＩ報告
が行われ、それでないときはＣＳＩ報告は一時中止される。前記動作は、ＳＰ ＣＳＩ ｏ
ｎ ＰＵＣＣＨの場合も同様に適用される。ＰＵＳＣＨベースＳＰ ＣＳＩ報告に対してＢ
ＷＰスイッチングが発生すると、該当ＣＳＩ報告は自動的に非活性化されたものと理解す
る。
【０３０６】
　表７は、ＰＵＣＣＨフォーマット（PUCCH format）の一例を示す。
【０３０７】
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【表７】

【０３０８】
　表７において、

は、ＯＦＤＭシンボルでＰＵＣＣＨ送信の長さを示す。
【０３０９】
　また、ＰＵＣＣＨ送信の長さによってＰＵＣＣＨフォーマットはショート（short）Ｐ
ＵＣＣＨ又はロング（long）ＰＵＣＣＨに区分される。
【０３１０】
　表７において、ＰＵＣＣＨフォーマット０及び２はショートＰＵＣＣＨと、ＰＵＣＣＨ
フォーマット１、３及び４はロングＰＵＣＣＨと称することができる。
【０３１１】
　以下、ＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告に対してショートＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告及び
ロングＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告に区分してより具体的に説明する。
【０３１２】
　図１１は、ショートＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告の情報ペイロードに対する一例を示す
。
【０３１３】
　ショートＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告は、広帯域ＣＳＩ報告（wideband CSI reporting
）に対してのみ用いられる。
【０３１４】
　ショートＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告は、（ブラインドデコーディング（blind decodi
ng）を避けるために）与えられたスロットでＲＩ／ＣＲＩに関係なく同一の情報ペイロー
ドを有する。
【０３１５】
　前記情報ペイロードのサイズは、 ＣＳＩ－ＲＳ資源セット（CSI-RS resource set）内
で設定されたＣＳＩ－ＲＳの最も多いＣＳＩ－ＲＳポートによって異なる。
【０３１６】
　ＰＭＩとＣＱＩを含むペイロードがＲＩ／ＣＱＩに多様化されるとき、パディングビッ
ト（padding bit）は、相異なるＲＩ／ＣＲＩ値と連関するペイロードをイコライズ（equ
alize）するためのエンコーディングに先立ってＲＩ／ＣＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩに追加さ
れる。
【０３１７】
　また、ＲＩ／ＣＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩは、必要に応じてパディングビットと共にエンコ
ーディングされることができる。
【０３１８】
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　次に、ロングＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告について説明する。
【０３１９】
　図１２は、ロングＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告の情報ペイロードに対する一例を示す。
【０３２０】
　前記ロングＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告は、広帯域報告（wideband reporting）に対し
てショートＰＵＣＣＨと同一のソリューション（solution）を用いることができる。
【０３２１】
　また、ロングＰＵＣＣＨベースＣＳＩ報告は、ＲＩ／ＣＲＩに関係なく同一のペイロー
ドを有する。
【０３２２】
　さらに、サブバンド報告（subband reporting）に対して、Ｔｗｏ－パートエンコーデ
ィング（For Type I）が適用される。
【０３２３】
　パート１（１２１０）は、ポートの数、ＣＳＩタイプ、ＲＩ制限（restriction）など
により固定されたペイロードを有し、パート２（１２２０）は、パート１によって多様な
ペイロードサイズを有する。
【０３２４】
　ＣＲＩ／ＲＩは、ＰＭＩ／ＣＱＩのペイロードを決定するために１番目にデコーディン
グされることができる。
【０３２５】
　また、ＣＱＩｉ（ｉ＝１、２）は、ｉ番目の（i-th）コードワード（codeword：ＣＷ）
に対するＣＱＩに対応する。
【０３２６】
　ロングＰＵＣＣＨに対してＴｙｐｅＩＩ ＣＳＩ報告はパート１のみ運ばれることがで
きる。
【０３２７】
　ＮＲにおいて１つのスロットは１４個のスロットと定義されるので、表１で説明したＣ
ＳＩの報告のための周期及びオフセットはアップリンクバンドのヌメロロジーによって実
際周期及びオフセットが決定される。
【０３２８】
　しかしながら、活性化されたダウンリンク帯域幅部分（DL active bandwidth part）が
変更されない状態で活性化されたアップリンク帯域幅部分（UL active bandwidth part）
が変更される場合、変更されたアップリンク帯域幅部分の周期及びオフセットは変更され
たアップリンク帯域幅部分のヌメロロジーによって変化することがある。
【０３２９】
　例えば、既存の設定が２０スロット周期（slot period）であったが、副搬送波間隔（s
ubcarrier spacing）が２倍に増加する場合、シンボル区間（symbol duration）は半分に
減少し、従って、設定された２０スロット周期は既存に設定された値（例えば、20ms for
 15kHZ SCS）対比半分（例えば、10ms for 30kHZ SCS）の実際時間が用いられることがで
きる。
【０３３０】
　このように、 ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ（活性化されたアップリンク帯域幅部分）を
新しく設定することにより、ＣＳＩの報告のための周期が意図とは異なって変化すること
がある。
【０３３１】
　特に、対でない帯域（unpaired band）（例えば、ＴＤＤ）の場合とは異なり、対の帯
域（paired band）（例えば、ＦＤＤ）はＵＬとＤＬに対して独立に活性化されたＢＷＰ
を設定することができるので、 ＤＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ（活性化されたダウンリンク
帯域幅部分）は固定であり、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰは変更されることができる。
【０３３２】
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　従って、ＵＬヌメロロジーが変更されてＣＳＩの報告に対する設定と異なって他の動作
が自然に発生することができる。
【０３３３】
　従って、本発明は、このような問題を解決するために、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰが変
更された場合、変更によって設定値を設定するための方法を提供する。
【０３３４】
　＜実施形態１＞
【０３３５】
　ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、変更されたＵＬ
 ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーと関連する設定は非活性化され、端末は基
地局から非活性化された設定と関連する設定値を受信して適用することができる。
【０３３６】
　具体的には、ＤＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰは固定であり、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び
／又はヌメロロジーが変更される場合、変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又は
ヌメロロジーと関連する周期的及び／又は半永久的ＣＳＩ報告の構成情報に含まれる設定
値のうち一部又は全部が自動的に活性化されないことがある。
【０３３７】
　例えば、ＤＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰは固定であり、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又
はヌメロロジーが変更される場合、変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメ
ロロジーと関連する周期的及び／又は半永久的ＣＳＩ報告の構成情報に含まれた設定値の
うち周期及びオフセット値は自動的に非活性化されて適用されないことがある。
【０３３８】
　この場合、基地局は、変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーに
よる周期又はオフセット値の少なくとも１つを含む構成情報を端末に送信することができ
、端末は、基地局から受信した周期及び／又はオフセット値を適用してＣＳＩの報告を行
うことができる。
【０３３９】
　この場合、ＲＲＣ、ＭＡＣ又はＤＣＩなどを通じて基地局は新しい設定値を端末に送信
することができる。
【０３４０】
　すなわち、基地局は端末に新しい設定値を送信して変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷ
Ｐ及び／又はヌメロロジーと関連する設定値を再設定することができる。
【０３４１】
　＜実施形態２＞
【０３４２】
　ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、変更されたＵＬ
 ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーと関連する設定は事前に設定された値によ
って再設定されることができる。
【０３４３】
　具体的には、ＤＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰは固定であり、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び
／又はヌメロロジーが変更される場合、変更されるＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又は
ヌメロロジーと関連する周期的及び／又は半永久的ＣＳＩ報告の構成情報に含まれた設定
値のうち一部又は全部は事前に設定又は定義されたデフォルト値（default value）によ
って再設定されることができる。
【０３４４】
　例えば、ＤＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰは固定であり、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又
はヌメロロジーは変更される場合、変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメ
ロロジーと関連する周期的及び／又は半永久的ＣＳＩ報告の構成情報に含まれた設定値の
うち周期及びオフセット値は予め設定されたデフォルト値によって再設定されることがで
きる。
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【０３４５】
　ここで、予め設定されたデフォルト値は、構成情報に含まれて端末に送信されるか、又
は事前に予め設定されることができる。
【０３４６】
　端末は、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、周期及
びオフセット値を予め設定されたデフォルト値によって再設定してＣＳＩの報告を行うこ
とができる。
【０３４７】
　＜実施形態３＞
【０３４８】
　ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、既存に設定され
た設定値（例えば、周期及び／又はオフセット値など）は該当ＣＳＩの報告のための構成
情報が設定された基準によって再設定されるか、解析されることができる。
【０３４９】
　ここで、再設定されるか、解析される基準となる構成情報は、ＤＬ ＢＷＰのヌメロロ
ジーを基準にしたスロットに基づいた周期及び／又はオフセット値（slot-based period/
offset）になることができる。
【０３５０】
　または、再設定される設定値は絶対時間（例えば、ミリセカンド又はサブフレーム）に
定義されるか、特定ヌメロロジー（例えば、１５ｋＨｚサブキャリア間隔）に対するスロ
ットを基準に定義されることができる。
【０３５１】
　例えば、ヌメロロジー

に対するＣＳＩ報告周期

、オフセット

は、１５ｋＨｚサブキャリア間隔で

スロット及び

に定義された値に基づいて以下の数式４のように定義されることができる。
【０３５２】
【数４】

【０３５３】
　このような方式により単一構成として１つ以上のＢＷＰ及び／又はヌメロロジーに対す
る周期及び／又はオフセット値の構成を端末に与えることができる。
【０３５４】
　端末は、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、このよ
うな方法で変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーに対する周期及
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び／又はオフセット値を導出して適用することができ、適用された設定値によってＣＳＩ
の報告を行うことができる。
【０３５５】
　このような方法は、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰによって基地局及び端末の両側で導出さ
れて用いられることができる。
【０３５６】
　＜実施形態４＞
【０３５７】
　前述した報告セッティング（Reporting Setting）で複数のヌメロロジー及び／又はＢ
ＷＰに対する周期及び／又はオフセットの構成が設定されることができる。
【０３５８】
　具体的には、報告セッティングにより複数のヌメロロジー及び／又はＢＷＰに対するそ
れぞれの設定値が端末に設定されることができる。
【０３５９】
　端末は、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、報告セ
ッティングにより設定された設定値のうち変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又
はヌメロロジーに対応する設定値を適用することができる。
【０３６０】
　すなわち、基地局及び端末は、周期的又は半永久的ＣＳＩの報告時点の活性化されたＢ
ＷＰ及び／又はヌメロロジーに対応する設定値（例えば、周期及び／又はオフセット値な
ど）を用いて周期的又は半永久的ＣＳＩを基地局に報告することができる。
【０３６１】
　このような設定はＲＲＣなどの報告設定に含まれて端末に送信されることができる。
【０３６２】
　このような方法は、各ヌメロロジーに合う設定を基地局が端末に指定及び選択すること
ができるので、設定方式の柔軟性（flexibility）を向上させることができる。
【０３６３】
　実施形態４は、各ＵＬ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーによって相異なる周期及び／又
はオフセット値を含む構成情報を端末に送信するか、報告設定自体をＵＬ ＢＷＰ及び／
又はヌメロロジー毎にそれぞれ異なるように設定することにより行われることができる。
【０３６４】
　＜実施形態５＞
【０３６５】
　基地局は、ＭＡＣシグナリング及び／又はＤＣＩを通じて端末が用いる周期及び／又は
オフセット値を指定することができる。
【０３６６】
　具体的には、ＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合、変
更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーと関連する周期及び／又はオ
フセット値は基地局のＭＡＣシグナリング及び／又はＤＣＩを通じて設定されることがで
きる。
【０３６７】
　基地局及び端末は、ＭＡＣシグナリング及び／又はＤＣＩを通じて指定された周期及び
／又はオフセット値を用いて周期的又は半永久的ＣＳＩを報告することができる。
【０３６８】
　ＭＡＣシグナリング及び／又はＤＣＩは端末の活性化されたＢＷＰ（active BWP）シグ
ナリングと共に送信されることができる。
【０３６９】
　ここで、シグナリングオーバーヘッドを減らすためにＭＡＣシグナリング及び／又はＤ
ＣＩのためのシグナリング候補（signaling candidate）をそれぞれＲＲＣ及び／又はＭ
ＡＣシグナリングを通じて設定することができる。
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【０３７０】
　実施形態５は、明白な（explicit）周期及び／又はオフセット値だけでなく、既存又は
基準周期及び／又はオフセット値に対して乗数（multiplier）をシグナリングする方法を
さらに含むことができる。
【０３７１】
　このような方法は、実際に適用する周期及び／又はオフセット値をダイナミックに直接
選択する方法であり、端末の柔軟性を向上させることができる。
【０３７２】
　本発明のさらに他の実施形態として、端末がＣＳＩを報告するためのＰＵＣＣＨ資源は
ＵＬ ＢＷＰそれぞれに割り当てられることができる。
【０３７３】
　具体的には、基地局は、構成情報により端末がＣＳＩを報告するためのＰＵＣＣＨ資源
を設定することができる。
【０３７４】
　ここで、ＰＵＣＣＨ資源は。端末のＣＳＩの報告のためのＵＬ ＢＷＰそれぞれに割り
当てされる（又は構成される）ことができる。
【０３７５】
　端末は、割り当てられたＰＵＣＣＨ資源を通じてＣＳＩを報告することができる。
【０３７６】
　すなわち、端末に設定されたＢＷＰに対してそれぞれＰＵＣＣＨ資源ＩＤが設定され、
ここで、ＢＷＰは、ＤＬ、ＵＬ及び補助的（supplementary）ＵＬキャリア毎に最大４つ
まで設定される。
【０３７７】
　ここで、ＰＵＣＣＨ資源の設定のための構成は、資源設定内のＲＲＣ構成により端末に
送信されることができる。
【０３７８】
　または、ＲＲＣ及び／又はＭＡＣを通じてＰＵＣＣＨ資源ＩＤの候補値が端末に送信さ
れ、ＭＡＣ又はＤＣＩを通じて与えられた候補値のうち１つが選択されてＣＳＩの報告の
ために用いられることができる。
【０３７９】
　図１３は、本明細書で提案する方法が適用できる端末のＣＳＩ報告手順の一例を示すフ
ローチャートである。図１３は、単に説明の便宜のためのものにすぎず、本発明の範囲を
制限するものではない。
【０３８０】
　図１３に示すように、端末は、基地局により設定された構成を通じて測定されたＣＳＩ
を基地局に報告することができる。
【０３８１】
　具体的に、端末は、基地局からＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信することがで
きる（Ｓ１３０１０）。
【０３８２】
　ここで、第１構成情報は、ＣＳＩの報告のためのＢＷＰの設定値を含むことができ、設
定値は、実施形態１ないし５で説明した周期及び／又はオフセット値を含むことができる
。
【０３８３】
　また、第１構成情報は、前述したように、ＣＳＩの報告のための資源に関する資源設定
情報を含むことができ、ＣＳＩの報告のための資源は、ＣＳＩの報告のために活性化され
た少なくとも１つの帯域幅部分（bandwidth part：ＢＷＰ）毎にそれぞれ設定される。
【０３８４】
　もし、ＣＳＩの報告のためのＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更
される場合、実施形態１ないし５で説明した方法により変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ Ｂ



(40) JP 2020-516193 A 2020.5.28

10

20

30

40

50

ＷＰ及び／又はヌメロロジーに対する設定値が再設定されることができる。
【０３８５】
　その後、端末は、第１構成情報に基づいてチャネルを測定することができ、測定された
チャネル状態情報であるＣＳＩを基地局に報告することができる（Ｓ１３０２０）。
【０３８６】
　このような方法を用いてＣＳＩの報告の為の資源を設定することが出来、ＣＳＩの報告
のためのＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合も、これに
関連する設定値を再設定することができる。
【０３８７】
　これに関連して、該当端末は図１５及び図１６に示すような装置から構成されることが
できる。このような点を考慮すると、前述した図１３における動作は図１５及び図１６に
示す装置により実行できる。
【０３８８】
　例えば、プロセッサ１５２１（及び／又はプロセッサ１６１０）は、端末が基地局から
ＣＳＩの報告に関する第１構成情報を受信するように設定される（段階Ｓ１３１０）。ま
た、プロセッサ１５２１（及び／又はプロセッサ１６１０）は、第１構成情報に基づいて
チャネルを測定することができ、測定されたチャネル状態情報のＣＳＩを基地局に報告す
るように設定される（段階Ｓ１３２０）。
【０３８９】
　図１４は、本明細書で提案する方法が適用できる基地局が端末からＣＳＩの報告を受け
る手順の一例を示すフローチャートである。図１３は単に説明の便宜のためのものにすぎ
ず、本発明の範囲を制限することがない。
【０３９０】
　図１３に示すように、基地局は、ＣＳＩの報告のために端末に構成情報を送信すること
ができ、端末から設定された構成により測定されたＣＳＩを受信することができる。
【０３９１】
　具体的に、基地局は端末にＣＳＩの報告に関する第１構成情報を送信することができる
（Ｓ１４０１０）。
【０３９２】
　ここで、第１構成情報は、ＣＳＩの報告のためのＢＷＰの設定値を含むことができ、設
定値は、実施形態１ないし５で説明した周期及び／又はオフセット値を含むことができる
。
【０３９３】
　また、第１構成情報は、前述したように、ＣＳＩの報告のための資源に関する資源設定
情報を含むことができ、ＣＳＩの報告のための資源はＣＳＩの報告のために活性化された
少なくとも１つの帯域幅部分（bandwidth part：ＢＷＰ）毎にそれぞれ設定される。
【０３９４】
　もし、ＣＳＩの報告のためのＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更
される場合、実施形態１ないし５で説明した方法により変更されたＵＬ ａｃｔｉｖｅ Ｂ
ＷＰ及び／又はヌメロロジーに対する設定値が再設定されることができる。
【０３９５】
　その後、基地局は、端末から第１構成情報に基づいて測定されたチャネルに関する状態
情報であるＣＳＩを受信することができる（Ｓ１４０２０）。
【０３９６】
　このような方法を用いてＣＳＩの報告のための資源を設定することができ、ＣＳＩの報
告のためのＵＬ ａｃｔｉｖｅ ＢＷＰ及び／又はヌメロロジーが変更される場合もこれに
関連する設定値を再設定することができる。
【０３９７】
　これに関連して、該当端末は図１５及び図１６に示すような装置から構成されることが
できる。このような点を考慮すると、前述した図１４における動作は図１５及び図１６に
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示す装置により実行できる。
【０３９８】
　例えば、プロセッサ１５２１（及び／又はプロセッサ１６１０）は、基地局が端末にＣ
ＳＩの報告に関する第１構成情報を送信できるように設定される（段階Ｓ１４１０）。ま
た、プロセッサ１５２１（及び／又はプロセッサ１６１０）は、端末から第１構成情報に
基づいて測定されたチャネルに関する状態情報であるＣＳＩを受信できるように設定され
る（段階Ｓ１４２０）。
【０３９９】
　本発明が適用できる装置一般
【０４００】
　図１５は、本明細書で提案する方法が適用できる無線通信装置のブロック構成図を例示
する。
【０４０１】
　図１５に示すように、無線通信システムは、基地局１５１０と基地局１５１０領域内に
位置する複数の端末１５２０とを含む。
【０４０２】
　前記基地局と端末はそれぞれ無線装置で表現されることもできる。
【０４０３】
　基地局１５１０は、プロセッサ（processor）１５１１、メモリ（memory）１５１２及
びＲＦモジュール（radio frequency module）１５１３を含む。プロセッサ１５１１は、
図１ないし図２２において提案された機能、過程及び／又は方法を実現する。無線インタ
フェースプロトコルの階層はプロセッサにより実現されることができる。メモリ１５１２
は、プロセッサに接続され、プロセッサを駆動するための多様な情報を保存する。ＲＦモ
ジュール１５１３は、プロセッサに接続され、無線信号を送信及び／又は受信する。
【０４０４】
　端末１５２０は、プロセッサ１５２１、メモリ１５２２及びＲＦモジュール１５２３を
含む。
【０４０５】
　プロセッサ１５２１は、図１ないし図１４で提案された機能、過程及び／又は方法を実
現する。無線インタフェースプロトコルの階層は、プロセッサにより実現されることがで
きる。メモリ１５２２は、プロセッサに接続され、プロセッサを駆動するための多様な情
報を保存する。ＲＦモジュール１５２３は、プロセッサに接続され、無線信号を送信及び
／又は受信する。
【０４０６】
　メモリ１５１２、１５２２は、プロセッサ１５１１、１５２１の内部又は外部に位置し
、周知の多様な手段でプロセッサ１５１１、１５２１に接続される。
【０４０７】
　また、基地局１５１０及び／又は端末１５２０は、１つのアンテナ（single antenna）
又は多重アンテナ（multiple antenna）を有することができる。
【０４０８】
　図１６は、本発明の一実施形態による通信装置のブロック構成図を例示する。
【０４０９】
　特に、図１６は、前述した図１５の端末をより詳細に例示する図である。
【０４１０】
　図１６に示すように、端末は、プロセッサ（又はデジタル信号プロセッサ（digital si
gnal processor：ＤＳＰ）１６１０、ＲＦモジュール（RF module）（又はＲＦユニット
）１６３５、パワー管理モジュール（power management module）１６０５、アンテナ（a
ntenna）１６４０、バッテリー（battery）１６５５、ディスプレイ（display）１６１５
、キーパッド（keypad）１６２０、メモリ（memory）１６３０、ＳＩＭカード（SIM(Subs
criber Identification Module) card）１６２５（この構成は選択的である）、スピーカ
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（speaker）１６４５、及びマイクロホン（microphone）１６５０を含むことができる。
端末は、また、単一のアンテナ又は多重のアンテナを含むことができる。
【０４１１】
　プロセッサ１６１０は、図１ないし図１４で提案された機能、過程及び／又は方法を実
現する。無線インタフェースプロトコルの階層は、プロセッサにより実現される。
【０４１２】
　メモリ１６３０は、プロセッサに接続され、プロセッサの動作に関する情報を保存する
。メモリ１６３０は、プロセッサの内部又は外部に位置し、周知の様々な手段でプロセッ
サに接続される。
【０４１３】
　ユーザは、例えば、キーパッド１６２０のボタンを押すか（又はタッチするか）又はマ
イクロホン１６５０を用いた音声駆動（voice activation）により電話番号などの命令情
報を入力する。プロセッサは、このような命令情報を受信し、電話番号で電話をかけるな
どの適切な機能を実行するように処理する。駆動上のデータ（operational data）はＳＩ
Ｍカード１６２５又はメモリ１６３０から抽出することができる。また、プロセッサは、
ユーザの認知及び便宜上のために、命令情報又は駆動情報をディスプレイ１６１５上に表
示する。
【０４１４】
　ＲＦモジュール１６３５は、プロセッサに接続され、ＲＦ信号を送信及び／又は受信す
る。プロセッサは、通信を開始するために、例えば、音声通信データを構成する無線信号
を送信するように命令情報をＲＦモジュールに伝達する。ＲＦモジュールは、無線信号を
受信及び送信するために受信機（receiver）及び送信機（transmitter）から構成される
。アンテナ１６４０は、無線信号を送信及び受信する機能を果たす。無線信号を受信する
とき、ＲＦモジュールは、プロセッサにより処理するために信号を伝達し、ベースバンド
に信号を変換することができる。処理された信号はスピーカ１６４５から出力される可聴
又は可読情報に変換されることができる。
【０４１５】
　図１７は、本明細書で提案する方法が適用できる無線通信装置のＲＦモジュールの一例
を示す図である。
【０４１６】
　具体的には、図１７は、ＦＤＤ（Frequency Division Duplex）システムで実現される
ＲＦモジュールの一例を示す図である。
【０４１７】
　まず、送信経路で、図１６及び図１７で記述されたプロセッサは、送信されるデータを
プロセシングしてアナログ出力信号を送信機１７１０に提供する。
【０４１８】
　送信機１７１０内で、アナログ出力信号は、デジタル－対－アナログ変換（ＡＤＣ）に
より発生するイメージを除去するためにローパスフィルタ（Low Pass Filter：ＬＰＦ）
１７１１によりフィルタリングされ、上方変換器（Mixer）１７１２によりベースバンド
からＲＦに上方変換され、可変利得増幅器（Variable Gain Amplifier：ＶＧＡ）１７１
３により増幅され、増幅された信号はフィルタ１７１４によりフィルタリングされ、電力
増幅器（Power Amplifier：ＰＡ）１７１５によりさらに増幅され、デュプレクサ（ら）
１７５０／アンテナスイッチ（ら）１７６０を通じてルーティングされ、アンテナ１７７
０を介して送信される。
【０４１９】
　また、受信経路で、アンテナ１７７０は、外部から信号を受信して受信された信号を提
供し、この信号はアンテナスイッチ（ら）１７６０／デュプレックサ１７５０を通じてル
ーティングされ、受信機１７２０に提供される。
【０４２０】
　受信機１７２０内で、受信された信号は低雑音増幅器（Low Noise Amplifier：ＬＮＡ
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）１７２３により増幅され、バンドパスフィルタ１７２４によりフィルタリングされ、下
方変換器（Mixer）１７２５によりＲＦからベースバンドに下方変換される。
【０４２１】
　前記下方変換された信号は、ローパスフィルタ（ＬＰＦ）１７２６によりフィルタリン
グされ、ＶＧＡ１７２７により増幅されてアナログ入力信号を取得し、これは、図１５及
び図１６で記述されたプロセッサに提供される。
【０４２２】
　また、局部発振器（local oscillator：ＬＯ）発生器１７４０は、送信及び受信ＬＯ信
号を発生して上方変換器１７１２及び下方変換器１７２５にそれぞれ提供する。
【０４２３】
　さらに、位相ロックループ（Phase Locked Loop：ＰＬＬ）１７３０は、適切な周波数
で送信及び受信ＬＯ信号を生成するためにプロセッサから制御情報を受信し、制御信号を
ＬＯ発生器１７４０に提供する。
【０４２４】
　さらに、図１７に示す回路は、図１７に示す構成と異なるように配列されることもでき
る。
【０４２５】
　図１８は、本明細書で提案する方法が適用できる無線通信装置のＲＦモジュールのまた
他の一例を示す図である。
【０４２６】
　具体的には、図１８は、ＴＤＤ（Time Division Duplex）システムで実現されるＲＦモ
ジュールの一例を示す図である。
【０４２７】
　ＴＤＤシステムにおけるＲＦモジュールの送信機１８１０及び受信機１８２０は、ＦＤ
ＤシステムにおけるＲＦモジュールの送信機及び受信機の構造と同一である。
【０４２８】
　以下、ＴＤＤシステムのＲＦモジュールは、ＦＤＤシステムのＲＦモジュールと異なる
構造についてのみ説明し、同一の構造については図１７の説明を参照する。
【０４２９】
　送信機の電力増幅器（Power Amplifier：ＰＡ）１８１５により増幅された信号はバン
ド選択スイッチ（Band Select Switch）１８５０、バンド通過フィルタ（ＢＰＦ）１８６
０及びアンテナスイッチ（ら）１８７０を通じてルーティングされ、アンテナ１８８０を
介して送信される。
【０４３０】
　また、受信経路で、アンテナ１８８０は、外部から信号を受信して受信された信号を提
供し、この信号は、アンテナスイッチ（ら）１８７０、バンド通過フィルタ１８６０及び
バンド選択スイッチ１８５０を通じてルーティングされ、受信機１８２０に提供される。
【０４３１】
　以上で説明された実施形態は本発明の構成要素と特徴が所定の形態に結合されたもので
ある。各構成要素または特徴は別途の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮
されなければならない。各構成要素または特徴は他の構成要素や特徴と結合されない形態
に実施できる。また、一部の構成要素及び／又は特徴を結合して本発明の実施形態を構成
することも可能である。本発明の実施形態で説明される動作の順序は変更できる。ある実
施形態の一部の構成や特徴は他の実施形態に含まれることができ、または他の実施形態の
対応する構成または特徴と取替できる。特許請求範囲で明示的な引用関係がない請求項を
結合して実施形態を構成するか、または出願後の補正により新たな請求項に含めることが
できることは自明である。
【０４３２】
　本発明に従う実施形態は、多様な手段、例えば、ハードウェア、ファームウエア（firm
ware）、ソフトウェア、またはそれらの結合などにより具現できる。ハードウェアによる
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具現の場合、本発明の一実施形態は１つまたはその以上のＡＳＩＣｓ（application spec
ific integrated circuits）、ＤＳＰｓ（digital signal processors）、ＤＳＰＤｓ（d
igital signal processing devices）、ＰＬＤｓ（programmable logic devices）、ＦＰ
ＧＡｓ（field programmable gate arrays）、プロセッサ、コントローラー、マイクロコ
ントローラー、マイクロプロセッサなどにより具現できる。
【０４３３】
　ファームウエアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施形態は以上で説明さ
れた機能または動作を実行するモジュール、手続、関数などの形態に具現できる。ソフト
ウェアコードはメモリに格納されてプロセッサにより駆動できる。前記メモリは前記プロ
セッサの内部または外部に位置し、既に公知された多様な手段により前記プロセッサとデ
ータをやり取りすることができる。
【０４３４】
　本発明は本発明の必須的な特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体化できること
は通常の技術者に自明である。したがって、前述した詳細な説明は全ての面で制限的に解
釈されてはならず、例示的なものとして考慮されなければならない。本発明の範囲は添付
した請求項の合理的な解釈により決定されなければならず、本発明の等価的な範囲内での
全ての変更は本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０４３５】
　本発明の無線通信システムにおいて参照信号をマッピングする方法は、３ＧＰＰ ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａシステム、５Ｇシステム（Ｎｅｗ ＲＡＴシステム）に適用される例を中
心に説明したが、それ以外にも多様な無線通信システムに適用することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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